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財団法人香川県埋蔵文化財調査センターでは、四国横断自動車道の建設やサンポート高松総

合整備などの大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業や出土文化財の整理事業を香川県教

育委員会より受託して実施いたしております。

四国横断自動車道建設事業 (津田～引田間)につきましても平成 8年度から埋蔵文化財の発

掘調査を、また平成11年度からは出土品の整理作業を行っております。

このたび、「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第四十六冊」として刊

行いたしますのは東かがわ市白鳥の池の奥遺跡と東かがわ市水主の金毘羅山遺跡についてであ

ります。

池の奥遺跡の調査では県下で調査例の少ない弥生時代中期の遺構と遺物が確認されておりま

す。なかでも磨製石斧をはじめとして多くの種類の石器が出土したことにより、香川県東部に

おける石器の生産や生業のようすが明らかになってまいりました。

また、金毘羅山遺跡からは土器棺墓や方形台状墓、箱式石棺墓など弥生時代のさまざまな墓

制が明らかになりました。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに埋蔵文化財に対する理

解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理・報告に至るまでの間、日本道路公団及び

関係諸機関並びに地元関係者各位には多大なご援助とご協力をいただきました。ここに深く感

謝の意を表しますとともに、今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成15年 10月

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

所長 中 村   仁



例    言

1.本報告書は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第四十六冊で、香川県東かが

わ市白
`島

に所在する池の奥遺跡 (い けのおくいせき)と東かがわ市水主に所在する金昆羅山遺跡 (こ

んぴらやまいせき)の報告を収録した。

2。 発掘調査は香川県教育委員会が日本道路公団から委託され、香川県教育委員会が調査主体、財団法

人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3。 調査にあたっては下記の関係諸機関の協力を得た。記 して謝意を表したい。 (機 関名は当時のもの。

順不同、敬称略)

香川県土木部横断自動車道対策総室、同長尾土木事務所横断道対策課、大内町横断道対策室、

自鳥町建設課、大内町教育委員会、自鳥町教育委員会、地元対策協議会、地元自治会

4.報告書の作成にあたっては下記の方々のご教示を得た。記して謝意を表したいら

元香川大学 谷山 穣、徳島大学 中村 豊、別府大学 本田光子

5。 本報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は西岡達哉が担当した。

6。 本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高はTo p.を 基準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

SD:溝 状 遺 構    SH:竪 穴住居跡    SK:土  坑    SP:柱 穴 跡

SR:自然河り|1跡    ST:埋 葬 遺 構    SX:不 明遺構

7。 石器実測図中、 トーンは摩滅範囲を、輪郭線の回りの実線は磨滅箇所を、破線は敲打痕や潰れ箇所

を表す。なお、現代の欠損は濃 く黒で潰している。

8。 挿図の一部に国土地理院地形図「三本松及び引田」 (1/25,000)を 使用 した。

9.報告にあたっては下記の機関に分析を委託した。

株式会社古環境研究所、別府大学文化財研究所
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第 1部 池の奥遺跡の調

第 1章 調査の経緯と経

第 1節 調査に至る経緯

1 遺跡の発見

池の奥遺跡が所在する東谷川沿いの緩い傾斜地では、昭和30年代頃から土地所有者や教員、学生等に

よって弥生土器や石鏃、石斧等の石器類が頻繁に採集され始め、濃密な埋蔵文化財の包蔵地の存在が予

想されるようになっていた。

昭和56年度から始まった旧白鳥町による白鳥町史編纂事業により、出土品の所在確認と出土箇所の観

察が行われた結果、「千光寺池の奥遺跡」として遺跡の概要が初めて公表され、遺跡台帳に登載された

が、発掘調査の成果にもとづいていないために遺跡の範囲や内容については不明な点が多かった。

こうしたなか、平成 5年度に四国横断自動車道 (津田～引田間)の建設の決定を受けた香川県教育委

員会では、平成 7年度に路線内におぃて埋蔵文化財の分布調査を実施した。その結果、旧白鳥町白鳥大

字谷の新川東岸の水田地帯からt善門池を越えて東谷川東岸の丘陵の斜面に至る東西約500mの広範囲

に埋蔵文化財が所在することを認めた。

しかしながら、同調査についても地表面の観察のみによる踏査であったために、遺跡の範囲等につい

ては依然として断定するには至らず、遺跡範囲の確定は平成 9年度に財団法人香川県埋蔵文化財調査セ

ンタニが実施した予備調査の結果を待つこととなった。

査

　

過

第 1図 遺跡位置図

-1-
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2 調査に至 る経緯

香川県教育委員会による四国横断自動車道 (津田～引田間)の路線内における分布調査の結果、旧白

鳥町内では 5箇所の遺跡 (地区)について発掘調査等の保護措置が必要となった。この時点では池の奥

遺跡は「池の奥地区」として複数の遺跡の発見を予想した広域を表す呼称で取り扱われている。

さて、四国横断自動車道 (津田～引田間)の建設に伴う埋蔵文化財調査事業は、平成 8年度からは香

川県教育委員会から財団法人香川県埋蔵文化財調査センターヘ再委託されることになり、旧津田町内か

ら順次本格的な調査が開始された。

旧白鳥町内では平成 8年度に「成重地区」の予備調査が行われ、平成 9年度に湊り|1東岸の平野部に所

在する成重遺跡の本調査が開始された。

「池の奥地区」については予備調査を平成 9年度に実施した結果、善門池を挟んだ東西の地域で遺跡

の内容が異なることが判明したため、善門池の東方を「池の奥 (いけのおく)遺跡」、西方を「善門池

西 (ぜんもんいけにし)遺跡」に分割した。

第 2節 調査の経過

1 予備調査について

平成 9年 11月 10日 に土地所有者を対象にした説明会を開催 し、同月17日 から12月 10日 までの期間で、

新川東岸の水田地帯から東谷川東部の山間部へ向かって調査を進めた。調査の方法は、小型の重機と人

力で遺構面及び基盤土まで掘削し、遺構配置図の作成と写真撮影を行った後に旧状に埋め戻すこととし

た。

調査の結果、水田地帯では耕作土直下0.3～ 0.4mの浅い箇所で遺構面を確認することができたのに対

して、善門池東方の棚田地帯と山間部では、厚い流出土が遺跡を覆っていたために、地表面から遺構面

までの深さが 2mを越える箇所が存在することも明らかになった。

そして、水田地帯において検出された遺構は古墳時代の竪穴住居跡と中世の柱穴跡であることから複

合遺跡の存在が予測されたが、棚田地帯と山間部では弥生時代の遺物が多量に出土し、同時代の竪穴住

居跡を中心とする単=時期の集落跡の存在が予測される結果となつた。

さらに、丘陵上の尾根の稜線部において墳墓の有無を主な目的とする確認調査を実施したが、遺構の

存在は認められなかった。

調査結果により確定 した調査対象面積 (予備調査のみで終了した地区については トレンチ面積を含

む)は善門池西遺跡7,116ぷ、池の奥遺跡8,700ぶである。

2 本発掘調査 について

調査は掘削工事を業者委託する工事請負方式をとり、工事名を「池の奥遺跡 (四国横断自動車道)埋

蔵文化財発掘調査掘削工事」、工期を平成10年 5月 8日 ～平成11年 3月 26日 として本格的な調査に着手

した。

現地作業は仮設道と安全柵の設置、除草、現況地盤の測量等を行った後、 6月 4日 から表土の機械掘

削に着手し、15日 からは入力による掘削作業も開始した。地区割別の調査順序については遺跡の中心部

と予想されていた棚田部分 (I区)を優先し、遺構密度が低いと考えられていた山間部 (Ⅱ 区)を後回

しにする計画とした。
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さて I区 においては、竪穴住居跡や土坑を中心とした生活遺構を多数検出した。ところが、対象範囲

のほぼ全域が水田や果樹園としての開墾されていたために遺構の損壊が著しく、柱穴跡や土坑の位置か

ら竪穴住居跡の存在を知 り得るような事例が続発することとなった。また、遺物包含層は東谷川に近接

した位置において小規模な状態で残存 していることが判明した。

Ⅱ区の調査は谷部から開始した。生活遺構の密度は高 くなかったが、集落からの廃棄あるいは転落と

考えられる遺物が相当量出土した。これらの遺物は基盤土を形成する花同岩の風化土壌中に埋没 してい

たために、遺物表面の損傷が著しいことがわかった。

Ⅱ区の丘陵裾部では竪穴住居跡が重複する状態が認められたが、 I区 と同様に果樹園の開墾により遺

構の保存状態は不良であった。

調査は順調に進行 して、機械及び人力による掘削作業が平成11年 2月 26日 に、調査員による記録作業

が 3月 4日 に終了し、12日 までには埋め戻 し作業も完了した。

3 整理作 業 について

整理員 1名、整理補助員 2名、整理作業員 5名の体制で、平成14年 4月 ～11月 の 8ケ 月間で実施した。

調査終了時点における出土品の量は233箱 (28ι )であ り、大部分が香川県では調査例の少ない弥生時

代中期の土器や石器であったことから可能な限り多 くの遺物を資料化しようと努めた結果、弥生土器 (土

製品を含む)1,277点 、土師器 4点、須恵器 2点、石器 (石製品を含む)369点、鉄製品 1点の実測図を

掲載することができた。さらに石器は本遺跡を特徴付ける遺物であることから、他の資料 (1,173点 )

についても写真を掲載することにより全製品について報告した。

石器の石材については元香川大学教育学部谷山穣教授に鑑定を依頼 した。

これら以外の遺物として、竪穴住居の柱材と考えられる炭化木材についての樹種の特定作業を専門業

者に委託 した。

第 3節 調査 の方法

1 地区割について

対象地が東西方向に長い上に、河川の両岸で地形が異なることから、西岸を「I区」、東岸を「Ⅱ区」

の2大区に大別し、さらに調査が進めやすく、用地の維持管理が容易な規模に応じて前者を「A～ C区」

の3小区、後者を「A～ B区」の2小区に細別することにしたもしたがって、各小区については「IA

区 (「区」は省略することがある)」 のように大区と小区を組み合わせた名称で呼ぶことになる。

さらに国土座標系第Ⅳ系のX=136。 600、 Y=78.680の 地点を基点 (「 Alポイント」。以下「ポイン

ト」は「pt」 と略すため、「Alポ イント」は「A lpt」 と記述する)と してヽ南北方向にA～ H、 東

西方向に1～ 14の各 2々0m間隔の基準点を設けることにより、20m四方の小区画を設定した。各区画の

呼称はアルファベットとアラビア数字の組み合わせによる。
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移場

2 記録類の作成について

検出した遺構については平板測量による1/100の縮尺の図面と、航空写真測量による1/50の縮尺

の図面を作成した。さらに詳細な記録を要する竪穴住居跡のような遺構については、手書き作業により

適宜 1/1oの縮尺の図面も作成した。各遺構の土層序断面図は 1/20の縮尺の図面を作成した。

写真は35mmサ イズの自黒フィルム、リバーサルフィルム、カラーフイルムを用いて撮影したが、適宜

6× 7 cmサ イズの自黒フィルムを用いた撮影も行った。また、航空写真測量の際には、空中からの斜め

写真の撮影も委託して行った。

第 4図 調査地区割図
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第 2章 遺跡の位置と環境

本遺跡を取 り巻 く遺跡群については、本報告書シリーズや概要報告書に再三にわたり詳しく報告され

ているために再録を避け、ここでは、香川県の東部地方の歴史を考察する際に看過できない徳島県との

関連について地形的な視野から概観することで遺跡の地理的 0歴史的環境について理解することにする。

特に本遺跡については、吉野川南岸の三波川変成帯で産出される緑色片岩を原材料とした石器が多 く出

土したことから、両県の交流の歴史の中に位置付けることが重要であると考えられる。

そこでまず香川県と徳島県を隔てる通称阿讃山脈についてみると、大川山 (1,043m)と 竜王山 (1,013

m)を除く大部分が標高500～ 700mの低山が続 く山容である。このため近世の藩政下においては番所が

設置されて旧国境を越えて往来する人や物資に対して間断のない警備が行われたり、いわゆる四国遍路

の66番雲辺寺 (徳島県池田町)か ら67番大興寺 (香川県山本町)に至る行程が六地蔵越えと呼ばれる旧

国境越えのルー トがとられたように古 くから山稜を越えての人々の往来が頻繁に行われていた形跡が各

地に残っている。

両県の山脈越の距離は香川県塩江町付近から徳島県脇町付近までの最も幅のある箇所でも直線距離で

約17kmで ある。そして本遺跡の所在地である旧白
`鳥

町については隣接する徳島県土成町までは約 7 kmと

山脈の中でも最も距離が短い箇所のひとつである点において地形上の最大の特徴がある。しかも旧白鳥

町側は湊川の支流、土成町側は宮川内谷川の支流の源が山稜近 くにある上に谷地形の奥深 くまで平坦な

地形が続 くことから各々の支流を辿ることによって容易に旧白鳥町あるいは土成町方面へ行き来するこ

とができる点も地形上の利点として注目される。

次に地形的な環境のなかで重要な位置にあるのは県境の峠道の存在である。峠道の整備は早くから行

われていたと考えられ、近代の「借耕牛」の習慣のように近年まで人や物資の移動に大きい役割を担う

てきたことが伝えられている。かつて県境では13箇所の峠の交通が活発であったことが伝承として残っ

ているが、そのうち旧白鳥町内では現在の行政境に合致する阿波峠 (鵜峠)と境目 (峠)が重視される。

阿波峠については現在も直近に国道318号の鵜の田尾 トンネルが貫通して旧白鳥町と土成町を結んで

いることから古くからの交通の要衝であったことがわかる。香川県の東部地方においては旧南海道の参

考地ともされる大阪峠越えの旧讃岐街道が文献資料に登場する頻度が高いことは周知のとおりであるが、

同峠越えのルートは東に偏り過ぎているだけでなく、山脈を最短距離で往来するとすれば阿波峠越えの

ルートが最適であることは明らかである。近世の幕藩体制下において旧白鳥町西山にあった石井家が藩

札交換所としての役割を担っていたこと等も当該地が往来の幹線であったことを実証するものである。

一方の境日 (峠)についてみると、吉野川支流の日開谷川の源が同所を越えて旧白
`島

町に特徴的な山

間部に東西方向に発達した平地近くから発していることから、り||の流れを辿ることにより必然的に旧同

町と徳島県市場町を結ぶ役割をもっているのである。このことは四国遍路の最後の88番大窪寺から10番

切幡寺への移動が同行程を経ること等からも確認できる。

以上のように本遺跡の位置はその地形的な特色や古くから峠道が整備された事実等から、徳島県側と

密接に関連し得る条件が整っていたことがあらためて実感できる。

二 9-



0    3

Ｎ
Ｉ

銅

番屋川

』・

ボ

一̈̈一一̈”一̈̈̈̈̈
一̈一̈一一一一一一一一̈̈̈̈̈
｝̈鰤

第 5図 遺跡周辺地形図
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28.80m

1 茶灰色砂質土

2 灰褐色砂質土
3 黒褐色砂質土
4 黄褐色砂質土

5 茶橙色砂質土

6 黄灰色砂質土

1 灰掲色砂質±   6 黒灰色砂質土
2 黄灰色砂質±   7 掲色砂質土

3 灰色砂質±    8 造成土
4 灰色砂質±    9 黄灰白色砂質土

5 黄橙灰色砂質土

40.00m

1 現代の耕作土
2 造成土

第 6図 土層序断面実測図 1
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1 現代の耕作土
2 造成土

27.20m

1 現代の耕作土
2 造成土

-13～ 14-

第 7図 土層序断面実測図 2



1 灰色砂質±    6 黄掲色砂質土
2 灰褐色砂質±   7 茶褐色砂質土

3 黄灰色砂質±   8 砂礫
4 茶黄灰色砂質±  9 茶色砂質土

5 黒掲色砂質±   10掲 色砂質土

2m
i   :   1   :   l

30.10m

29.30m
造成±      7 黒褐色砂質土

灰褐色砂質±   8 掲色砂質土

黄橙灰色砂質±  9 灰色砂質土

黒灰色砂質±   10灰 色砂質土

黒色砂質±    11黒 掲色砂質土

茶色砂質土

第 8図 土層序断面実測図 3
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1 現代の耕作±  6 黒色砂質土
2 造成±     7 茶灰色砂質土
3 黄灰色砂質±  8 灰掲色砂質土
4 灰色砂質±   9 茶橙灰色砂質土
5 掲色砂質土

⑫

1 造成±     7 黄灰色砂質土
2 黒灰色砂質±  8 黒茶灰色砂質土
3 灰色砂質±   9 黄灰掲色砂質土
4 黄黒灰色砂質±  10灰 掲色砂質土
5 灰黒褐色砂質±  11茶 灰色砂質土
6 黄茶灰色砂質土

-17～ 18-

第 9図 土層序断面実測図 4



２ｍ
‐

1 造成土

3 黒灰色砂質土
4 灰色砂質土

5 黒掲色砂質土

7 茶灰色砂質土

9 灰掲色砂質土

17灰褐色砂質土

18褐色砂質土

第10図 土層序断面実測図 5
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1 造成土
2 灰色砂質土
3 黒灰色砂質土
4 灰色砂質土
5 黒掲色砂質土
6 褐色砂質土
7 茶灰色砂質土
8 茶褐色砂質土

9 灰掲色砂質土
10茶色砂質土
11黄褐色砂質土
12黒色砂質土
13灰自色砂質土
14黄灰白色砂質土
15黒灰白色砂質土
16灰黄自色砂質土
19黄灰色砂質土

⑬

第12図 土層序断面位置図

２ｍ
ｌ
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第‖図 土層序断面実測図 6



第 3章 調査の成果

第 1節 土層序について

水田や果樹園の開墾による掘削が著しいために、遺構の覆土の保存状態は不良であった。特に IA区

の南部、 IB区、 IC区の西部、ⅡA区、ⅡB区の生活遺構の検出箇所の大部分については、表土層の

直下に遺構の基盤土が検出されている。

一方、覆土が良好に保存されている位置としては、小規模な範囲であるが IA区とIC区の境界部に

認められる。当該箇所では遺跡南方の山塊から北方向に派生した丘陵の東斜面に丘陵の尾根上から東谷

川方向へ流下した土砂が堆積する状態を見ることができる。

表土と基盤上を除いて、本遺跡内において確認することができる堆積層の大部分については、周辺の

丘陵の基盤である花同岩が崩落した結果形成されたと考えられる。

以下に上記の地点における土層序を観察して、基本となる土層序をまとめる。

第 1層 :現況における表土 (現代の耕作土t山道あるいは里道等の造成に用いられた土壌)

第 2層 :灰色系砂質土 (弥生時代～古墳時代の遺物包含層。上流から流出した花同岩の風化土壌)

第 3層 :褐色系砂質土 (遺構の覆土。花同岩の風化土壌)

第 4層 :黄灰色砂質土 (遺跡全体の基盤土。大部分の遺構の基盤土)

第 2節 主要遺構の検出状況

本遺跡において確認した主要な遺構は弥生時代の竪穴住居跡、土坑、溝状遺構、柱穴跡、不明遺構、

自然河川跡である。特に集落の構成要素として重要な竪穴住居跡と土坑、景観復元に有効な自然河川跡

の検出状況についてまとめる。

まず竪穴住居跡については I区に20棟、Ⅱ区に16棟が分布する。I区 においてはA区 とB区に竪穴住居

跡が密集しており、図上復元による遺構を含めると17棟の遺構が存在 したことから集落の中心部分が当

該地区にあったことがわかる。これはC区の大部分が東谷川の方向への傾斜地である上に、河川の増水

時には冠水する状況下にあったことが推察されるために、居住域が限定された結果であると考えられる。

同遺構はⅡ区では丘陵尾根の稜線上に位置するB区に集中し、A区への広が りは少ない。ただし、A

区東部の斜面部においても2棟を検出したことから、谷地形内部の狭院な空間について全域を居住域と

して禾り用 していたことがわかる。

土坑は全体で39基 (弥生時代に所属する遺構は38基)検出している。これらの大部分は竪穴住居跡に

近接 した位置で検出されていることから、大部分が貯蔵穴様の生活遺構として利用されていたものと考

えられる。しかし、遺構が著しい損傷を被っていることを考えると、竪穴住居跡の床面の上坑が含まれ

る可能性 もある。

IC区とⅡA区において自然河川跡を検出した。前者の遺構は東谷川の流路が固定される以前に形成

された河川跡で、川幅が最も広がった時期の状況を見ることができる。

後者の遺構の検出によって谷地形の原形を知 り得る。周囲からの土砂の流入が著しかったことと、埋

積過程において多量の生活遺物が集落から流入したために、厚い遺物包含層を形成している。本遺構に

よって破壊された竪穴住居跡が存在することから、自然災害を誘引する性格を有 していたことがわかる。
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第 3節 遺構 と遺物

遺構の報告に際しては、記述の重複を避けるために「平面形態」と「規模」については一覧表にまと

め、本文中には一切記述 しないことにした。また、本文中に解説したものは一覧表以外に補足説明を必

要とするものである。

遺物の報告に際しては、出土位置別に出土品の種類と個数を一覧表にまとめることにより検索の便宜

を図り、本文中で解説を要する場合は二覧表との間で記述の重複がないようにした。なお遺物の大部分

を占める弥生土器については、「弥生土器」の用語が頻出することを避けるために器種のみの記述とし

た。なお各遺物に併記した数字は個数を表している。

第 2表 竪穴住居跡一覧表

遺構名 地 区 平面形態
規模 (cm)

挿図番号 図版番号
長さ(最大径) 幅 深 さ

S H01 IA 円形 684 64

S H02 IA 円形か

S H03 IA 円形か

S H04 IA 円形か 780 8 14 38

S H05 IA 円形

S H06 IA 円形か

S H07 IA 円形か

S H08 IA 円形 416 48

S H09 IA 長楕円形 24 16031・ 38

S H10 IA 円形 46 17032・ 38039
S Hll IA 円形 648 18

S H12 IA 円形か 740 18033・ 39040
S H13 IA 円形か 668 18

S H14 IB 円形 812 19・ 33

S H15 IB 円形か 564 20・ 33

S H16 IB 円形か 620

S H17 IB 円形か 580 21 033・ 40

S H18 IC 円形 522

S H19 IC 円形 680 38 22・ 33040
S H20 IC 円形 548 22033 10

S H21 Ⅱ A 円形 38 23034・ 40・ 41 14

S H22 Ⅱ A 円形 520 24 23・ 34 13・ 14

S H23 Ⅱ A 円形 620 24・ 41

S H24 Ⅱ A 円形 25・ 34 120 15

S H25 Ⅱ A 円形か 26・ 34 12・ 15

S H26 Ⅱ A 円形 34 27・ 35・ 41 12・  15

S H27 Ⅱ A 方形か 520 448 44 25035 12・ 15

S H28 ⅡA・ B 円形か

S H29 Ⅱ B 円形 772 46 27・ 35・ 36・ 41 18

S H30 Ⅱ B 方形 380 312 50 24 41

S H31 Ⅱ B 円形 608 28・ 36・ 41 17・ 20

S H32 Ⅱ B 円形 464 28・ 36

S H33 Ⅱ B 円形 276

S H34 Ⅱ B 円形か 544 29・ 37

S H35 Ⅱ B 円形 460 38 41

S H36 Ⅱ B 円形 788 30・ 37・ 41 ・ 42 17020
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1 弥生時代の遺構と―遺物

(1)竪穴住居跡

① S H01(第 13・ 31図、図版3)

[遺構]F2ptの南方約10mに位置し、対象地の最も西部で検出された居住遣構である。棚田の造成

により遺構の北半部が、S K39に より南壁面の一部が失われているが、床面には南壁面に沿って円形に

配列された柱穴跡が存在する。主柱穴跡は他に比べて直径が大きいP01と P09である。

[遺物]1は口縁上端部がつまみ上げられた形態である。 2は回縁端部が肥厚されて、 2重線の斜格子

文が施されている。

② S H02(第 31図 )

[遣構]S H01の東部に隣接して所在する。床面まで失われているために原形は明らかでないが、炉跡

(K01)を 中心として柱穴跡を円形に配列した構造が考えられる。主柱穴跡はP01、 P03、 P04、 P12、

P13、 P14である。

[遺物]3は焼成前に穿7Lさ れている。

③ S H03(第 13図 )

[遺構]G3ptの北西方約 5mに位置する。床面まで失われているが、土坑を中心として柱穴跡を円

形に配列した構造が考えられる
`

④ S H04(第 14・ 31・ 38図 )

[遺構]F3ptの南西方約 5mに位置する:東西の壁面の一部を検出したが、柱穴跡の配列箇所が東

壁面側に偏向していることから、壁面の本来の位置はさらに東方に存在したことが推測できる。柱穴跡

は円形の配列であり、主柱穴跡はP02、 P07、 P09、 P12、 P15、 P18であるし

[遺物]5,6は 回縁部の器壁が厚く、上端部がやや突出した形態である。 8は 回縁端部が月巴厚された形

態で、外面に細いヘラ状の工具による深いキザミメが施されている。

⑤ S H05(第 15図 )

[遺構]G3ptの北方約 8mに位置する。東・南の壁面の二部が検出されている。床面中央部の炉跡

(K01)を 中心として柱穴跡を円形に配列した構造である。主柱穴跡はP01、 P04、 P06、 P15、 P17、

P22である。

③S H06                .

[遺構]S H05と S H07の 中間に位置する。床面まで完全に失われているが、柱穴跡が重複する状態で

検出された。

⑦ S H07(第 15・ 31図 )

[遺構]G3ptの北東方約10mに所在し、S H06と 重複した位置関係にある。柱穴跡の配列から床面

の範囲を推測すると、土坑 (S K01)が中心部から西に偏った構造が復元できる。柱穴跡は重複して密

集するために主柱穴跡を特定することができない。

③ S H08(第 16。 31図 )

[遺構]F4ptの北東方約10mに位置する。対象地内の農道を維持したために西半部のみの調査とな

った。柱穴跡は中心部から壁面寄りの位置で検出されたことから壁面に沿って円形に配列されていたと

考えられる。主柱穴跡はP01と P02である。

[遺物]10、 11は頸部以上の部位を失っていることから、棺材として利用しようとした意図がみられる。
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第13図 竪穴住居跡遺構実測図 1
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3 黒灰色砂質土
4 黄灰色砂質土 5 黒灰色砂質土

6 黒色砂質土
7 黄灰色砂質土

第14図 竪穴住居跡遺構実測図 2(S H04)

⑨ S H09(第16031038図(図版3)

[遺構]S H08の北方に隣接して所在する。北壁面以外の壁面が完全に失われているために不整な平面

形態である。床面中央部には長方形の土坑 (K01)があり、北壁面に沿って壁溝 (D04、 D05)がある。

柱穴跡はK01と 壁面の間隙に円形に配列されていたことがわかる。主柱穴跡は他に比べて直径が大きい

P07、 P16、 P19、 P20、 P27、 P29、 P32である。

[遺物]13の 口縁部は水平方向に開回する形態で、端面に細い工具による綾杉文が施されている。14は

逆ハ字状に開回し、日縁端部が肥厚された形態である。18は日縁上端部がつまみ上げられているため、

受け口状の形態である。20、 21は 口縁部の器壁が厚いことが特徴である。

231は腹背面及び側面に使用痕があることから使用中に破損しており、側面の使用痕の方向から斧が

振り込まれた角度がわかる。転用の痕跡はない。

1 黄灰色砂質±  2 灰色砂質土
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P31

A´´

P06

P07

P30

◎
Ｐ２４

1 灰色砂質上   4 黒灰色砂質土

2 灰褐色砂質±  5 灰色砂質土

3 灰色砂質土

第16図1 竪穴住居跡遺構実測図 4(上 :S H08、 下 i S H09)
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N

黄黒灰色砂質土

(黄色土塊が混入 )

灰色砂質土

黄灰色砂質土

黒灰白色砂質土

黒灰色砂質土

(炭化材が混入 )

黒褐色砂質土

c響 Om

11灰掲色砂質土
12黒色砂質土 (炭化材が混入 )

13褐色砂質土

第17図 竪穴住居跡遺構実測図 5(S H10、 S Hll)

7 黄黒灰色砂質土

8 黒灰色砂質土

9 黒灰色砂質土 (炭化材が混入 )

10灰色砂質土
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P25

〆

N

第18図 竪穴住居跡遺構実測図 6(上 :S H12、 下 :S H13)
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閻警 (

2 灰色砂質土

3 黒褐色砂質土

第19図 竪穴住居跡遺構実測図 7(S H14)

⑩ S H10(第17032038039図 )

[遺構]F3ptの東方約 5mに位置し、棚田の造成により遺構の北部が失われている。床面の保存状

態は良好で、中央の炉跡 (K01)を 中心として柱穴跡が円形に配列されている。主柱穴跡はP01、 P02、

P03、 P05、 P18、 P22である。南壁面沿いには壁溝 (D01)がある。

[遺物]23γ 25は直立気味に開回し、28～ 32は 口縁端部が水平方向に開口する点が特徴である。後者に

ついては広い端面が作 り出されており、キザミメや波状文が施されたものがある。26は 口縁部外面に凸

帯が貼り付けられている。34～43は 回縁上端部がつまみ上げられた形態であり、37や43の ように端面に

凹線文が施されたものが含まれる。44～ 46の 口縁端部は上下に肥厚されている。51～ 58は回縁端部が肥

Eと重Om G型 Om    __H

卜 :

6 褐色砂質土

｀
7

7 掲色砂質土

I笙重Om

4 灰色砂質土
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(炭化物が混入)
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第20図 竪穴住居跡遺構実測図 8(上 :S H15、 下 :S H16)
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第21図 竪穴住居跡遺構実測図 9(上 :S H17、 下 :S H18)
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灰色砂質土

黄灰色砂質土

茶褐色砂質土

茶灰色砂質土

茶色砂質土

ピ 壼 Om

第23図

-36-



N

Ｐ０７

　

　

Ｐ‐８

D01

D03

A墾型Om

c38.8CIIn ――D E砥聾Om

8 黒灰色砂質±                               10 黒灰色砂質土

9 黒灰色砂質±                               11 黄灰色砂質土

第24図 竪穴住居跡遺構実測図12(S H23、 S H30)

厚 した形態であることと、内面が精級に成形されている点に共通点がある659は 日縁部と杯部の接点が

鋭角的に屈曲する形態である。

232が無茎平基式、240が柳葉形である以外、233～ 239は有茎凸基式の形態である。有茎凸基式は先端

部の形態によって正三角形のもの (233、 234)と 二等辺三角形のもの (235～239)に大別できる。245

は使用痕が破断箇所で途絶していることから使用中に破損 したことがわかる。247は腹面と側面に比べ

て背面の石理の凹凸が明瞭であることから背部は原形を残 しておらず、縦方向に破断した後に粗 く研 ぎ

直されて再利用されたことがわかる。249は 最大径の位置に横方向の帯状の敲打痕があることから紐掛

けされて使用された可能性がある。

り

／

≫

黒灰色砂質±  5
灰色砂質±   6
黒褐色砂質±  7
灰白色砂質土
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黒灰白色砂質土

灰黄白色砂質土
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第25図 竪穴住居跡遺構実測図13(S H24、 S H27)

⑪ S Hll(第 17図 )

S H10の 南部に隣接して所在する。南・西壁面とこれらに連続する床面の一部以外はS H10の建築によ

って失われている。柱穴跡の配列は不明である。

⑫ S H12(第 18・ 33・ 39・ 40図、図版4)

[遺構]S Hllの南部に隣接して所在する。壁面の一部を検出したが、開墾による遺構の損傷が著しい

ために原形を留めていない。柱穴跡は土坑 (K01)を 中心として円形の配列が考えられる。主柱穴跡は

P01、 P04、 P16、 P25である。

[遺物]63、 64は 口縁部が水平方向に開口し、端部が上下に肥厚されている。67は 自縁上端部がつまみ

上げられた形態である。

250は有茎凸基式と柳葉形の中間的な形態である。252の背部には左上から右下方向へ振り込まれたこ
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第26図 竪穴住居跡遺構実測図14(S H25)

とを示す使用痕がある。

⑬ S H13(第 18図、図版4)

[遺構]S H12の南部に隣接して所在する。壁面の一部を検出したが、開墾による遺構の損傷が著しい

ために原形を留めていない。柱穴跡は壁面沿いに集中する状態が認められるためS H12の 内部に所在す

る遺構を含めて円形の配列が考えられる。主柱穴跡はP02、 P12、 P16、 P20、 P25である。

⑭ S H14(第 19・ 33図、図版6)

[遺構]F lptの 南方約12mに位置しており、西壁面の一部が失われているが、概ね原形を留めてい

る。柱穴跡は床面中央の炉跡 (K02)を 中心とした円形の配列であり、主柱穴跡はP02、 P06、 P08、

P21、 P29、 P34である。壁面に沿った位置には壁溝 (D01)があり、東南壁面沿いのみ 2重 (D01、

D02)に 回る。

f9亀52を
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第27図 竪穴住居跡遺構実測図15(上 :S H26、 下 :S H29)

撹乱      6 灰色砂質土

灰褐色砂質±  7 茶褐色砂質土

黄茶灰色砂質±  8 黒灰色砂質土 (炭化物が混入 )

黒褐色砂質±  9 掲色砂質土 (炭化物が混入 )

褐色砂質±   10茶 灰色砂質土

-40-



N

‖
賦引
゛賦
硼0
罠J
絲絲

‖
楓引
ぬ蹴
口0
Кロ
畔区引
枢畔襲

州
蹴
０
口
К
楓
　
Φ
　

　

引
楓
０
口
区
　
Φ

＝
賦
Ｏ
Ｊ
哩
К
枢
　
い
　

引
賦
０
０
叩
墜
　
Ｎ

＝
楓
Ｏ
Ｊ
К
鯉
枢
　
寸
　

引
回
０
口
叩
旺
　
）

ヾ

第28図 竪穴住居跡遺構実測図16(上 :S H31、 下 :S H32)
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2 灰掲色砂質土

3 黄灰色砂質土

第29図 竪穴住居跡遺構実測図17(S H33、 34、 35)

[遺物]69は底面が突出する形態である。71はハ字形に開脚する形態であり、端部が大きく肥厚されて

いる点が特徴である。

⑮ S H15(第 20・ 33図、図版 7)

[遺構]F2ptの西方約 5mに位置する。遺構の大部分が失われているために柱穴跡の配列は不明確

である。

[遺物]72～ 75は胴が張らない形態であり、 く字形に屈曲する小型の薄い口縁部が作り出されている点

に特徴がある。

⑩ S H16(第 20図、図版 7)

[遺構]S H15の南方に隣接して所在する。東壁面沿いに壁溝 (D01)がある。柱穴跡は床面中央部の

平面形態が不整長楕円形の土坑 (K01)を 中心とした円形の配列である。主柱穴跡はP03、 P07、 P14、

P16、 P20である。

⑫ S H17(第 21033・ 40図、図版 7)

[遺構]S H14の西壁面を壊して建築されている。北半部が河川により削り取られたために不整な平面

形態となっている。東壁面沿いに壁溝 (D01)がある。柱穴跡は土坑 (K01)の 周囲に密集した状態を

示すが、配列は明確でない。

[遺物]76の 口縁部は直立する形態であり、端部が肥厚されて外面にキザミメが施されている。
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第42図 竪穴住居跡遺物実測図12(286～ 290:S H36)

⑬ S H18(第21図、図版 9)

[遺構]S H19の北面の一部を壊して建築されている。柱穴跡は土坑 (K01)を 中心として円形に配列

されており、主柱穴跡はP04、 P06、 P llである。

⑩ S H19(第 22033・ 40図、図版10)

[遺構]F5ptの北西方約10mに位置する。農道を維持したために東半部のみの調査とならた。床面

は中心部が周辺部より深いため同心円状の 2段構造である。壁面沿いには2重の壁溝 (D01、 D02、 D

03、 D04)があり、上段の床面の中でも広い面積を占めている。柱穴跡は下段の床面中央部の遺構を中

心とした円形の配列である。主柱穴跡はP05、 P13、 P22、 P27、 P35である。

[遺物]79は 回縁端部が肥厚された形態である。82は 口縁端部に凹線文が施されている。85は 口縁部と

体部の接点に屈曲点が存在する大型品であり、日縁部外面の幅広の凹線文が特徴的である。86の 回縁部

直下には間隔の広い凹線文が施されている。

⑩ S H20(第22033図、図版10)

[遺構]F6ptの東方約 2mに位置する小型の遺構である。棚田の造成により遺構の北半部が失われ

ている。西壁面以外の壁面沿いには壁溝 (D01)があり、柱穴跡は壁面に沿った円形の配列である。主

柱穴跡はP03、 P09、 P13、 P15、 P18である。
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[遺物]88は 回縁下端部が垂下気味の形態である。89は 日縁端部が上下に肥厚され、外面に凹線文が施

されている。90、 91は 口縁上端部がつまみ上げられた形態である。92、 93は張り出し部の下端部が垂下

する形態である。

OS H21(第 23・ 34・ 40041図、図版13014)

[遺構]D12ptの 西方約 5mに位置する。緩傾斜地に建築されているために斜面上方に当る東壁面が

高い構造である。壁溝 (D02)が東壁面沿いにのみ存在するが、これは斜面上方からの浸水を防ぐか壁

面の崩壊を防ぐための板材を埋設する目的があったと考えられる。柱穴跡は炉跡 (K01)を 中心として

円形に配列されており、主柱穴跡はP04、 P10、 P ll、 P16、 P17である。

[遺物]98は 2重回縁の形態の大型品である。100は 口縁部の内面に2枚貝の殻を工具とした刺突文が

施されている。103は 回縁端部が上下に肥厚されて凹線文が施されている。104の 回縁上端部はつまみ上

げられた形態である。

262は柳葉形の形態である。264は左側面が破断面であるが、研ぎ直しによって再利用されている。265、

267は使用痕があることから使用中に破損したことがわかる。269は大型品であるが、研磨に利用された

箇所が狭い範囲であるために原形がわからない。

⑫ S H22(第 23・ 34図、図版13014)

[遺構]S H21の西方に隣接して所在し、東壁面がS H21の 西壁面の一部を壊している。S R02に より

遺構の西半部が削り取られている。S H21と 同様に斜面に建築されていることから、東壁面が高い構造

である。主柱穴跡は2基 (P01、 P03)存在するが、配列を決定する根拠はない。

[遺物]111は張り出し部の先端部が垂下しないで丸く成形された形態である。112は脚端部の直径に比

べて高さが高い点が特徴である。

④ S H23(第 24041図、図版19)

[遺構]S H22の建築によって遺構の大部分が失われたために、東・西壁面と床面の一部が原形を留め

るだけである。遺構の中心部から南寄りに炉跡 (K01)があり、壁面沿いには壁溝 (D01)が回る。さ

らに壁面から離れた位置にも溝 (D02)が同心円状に回る。柱穴跡の配置は明確でないが、壁面に平行

に円形の配列が考えられる。主柱穴跡はP01、 P o3、 P06である。

② S H24(第 25・ 34図、図版12015)

[遺構]S H27の建築によって遺構の大部分が失われており、南壁面とそれに連続する床面の一部が原

形を留める。炉跡の状態や柱穴跡の配置等は不明である。

[遺物]114は口縁上端部がつまみ上げられた形態である。116の 口縁部は水平方向に開口して下端部が

垂下する。117～ 119は 口縁上端部がつまみ上げられた形態である。120の 回縁部と体部の接点には屈曲

点が存在する。121の張り出し部は幅の狭い形態が考えられる。

④ S H25(第 26・ 34図、図版12015)

[遺構]D llptの北方約 4mに位置する。壁面の一部と考えられるほりかたが存在することと、柱穴

跡が密集することから竪穴住居跡として報告するが、積極的な根拠はない。

[遺物]125は 口縁上端部がつまみ上げられて受け口状の形態となっている。

④ S H26(第 27・ 35041図、図版12015)

[遺構]S H24と S H27の建築によって遺構の大部分が失われており、東壁面と床面の一部が原形を留

める。床面の構造としては壁面に沿った位置に壁溝 (D01)があることがわかるが、柱穴跡の配置等は
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不明である。東壁面に近い位置で床面に密着した状態の土器群を検出した。

[遺物]127は頸部から口縁部にかけて直立する形態であり、外面に幅の広い凹線文が施されている。

128は直立する短い頸部と外方向に開口する短い口縁部が存在する形態であり、端部が肥厚されている。

131～ 134は 口縁端部が上下に肥厚され、132と 134は端面に凹線文が施されている。135は受け口状の形

態である。138は半球形の体部に直立気味の口縁部が作り出された形態である6

272は研磨痕や使用痕がないため使用方法が特定できないが、石器製作時のハンマーや磨石の材料と

して収拾された可能性がある。

② S H27(第 25・ 35図、図版12015)

[遺構]D llptの北西方約10mに位置する。西壁面沿いに壁溝 (D01)があり、柱穴跡は南東隅部と

南西隅部において検出した 2基 (P02と P08)を含めた四角形の配列が考えられる。

[遺物]142は口縁下端部が垂下した形態である。143～ 147は 回縁上端部がつまみ上げられた形態であ

り、146、 147については端面に凹線文が施されている。150は 回縁端部の突出が小さい形態である。

④ S H28(第 35図、図版14)

[遺構]C12ptに 近接した位置にある。壁面と床面は完全に失われているが、床面の中央部に相当す

る位置で土坑を、その周囲で柱穴跡を検出した。柱穴跡は円形の配列が考えられる。

[遺物]152は回縁端部に強いヨコナデが施されたために縦断面が三角形になるように成形されている。

153は 口縁上端部がつまみ上げられた形態である。

⑩ S H29(第 27・ 35・ 36・ 41図、図版18)

[遺構]C12ptの 北東方約10mに位置し、対象地の最も東部で検出された居住遺構である。すべての

居住遺構の中でも最高所 (標高約43m)に位置する。

西壁面の一部を除く全壁面沿いに壁溝 (D01、 D02)があり、東壁面に至っては床面の内部にも同心円

状の溝 (D03、 D04)が存在する。柱穴跡は床面中央の炉跡 (K01)を 中心とした円形の配列であり、

主柱穴跡はP02、 P08、 P16、 P19、 P21、 P35、 P39である。

[遺物]156、 158は肥厚された口縁端面に凹線文が施されている。159は 回縁下端部が垂下気味の形態

である3160～ 163は 口縁上端部がつまみ上げられた形態である。165は 口縁端部が肥厚されて凹線文が

施されている。168の日縁部外面には細い棒状の工具で深いキザミメが施されている。170は 回縁下端部

が垂下する形態である。高杯の脚端部は細く成形されたもの (171、 172)と 大きく肥厚されたもの(173)

がある。

273は有茎凸基式の形態であるが、茎部の成形は不完全である。

⑩ S H30(第 24・ 36・ 41図、図版19)

[遺構]D llptの北方約1lmに位置する。遺構の南半部が削り取られているが、北 0東・西壁面沿い

には壁溝 (D01、 D02)がある。なかでも東壁面については 2重の構造である。柱穴跡は壁面の各隅部

に四角形に配列されていたと考えられる。主柱穴跡はP02、 P07である。

[遺物]179の 口縁下端部の垂下は小さい。

① S H31(第28036041図、図版17・ 20)

[遺構]C10ptの 南東方約10mに位置する。南壁面が失われているが、床面の保存状態は良好である6

壁面沿いには壁溝 (D01、 D02)があり、柱穴跡は壁面に対して同心円状の配列を示す。主柱穴跡はP

03、 P ll、 P20、 P32、 P42である。
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[遺物]180は口縁端部が上下に肥厚されて凹線文が施されている。181～ 183は 回縁上端部がつまみ上

げられた形態である。

278は茎部を細く成形しない有茎凸基式の形態である。

⑫ S H32(第 28・ 36図、図版17)

[遺構]S H31の建築によって西半部が壊されている。南半部の壁面沿いには壁溝 (D01、 D02)があ

るが、南壁面に接する位置で断絶している。床面は中央部が一段低い形態で、周囲の高い部分に柱穴跡

が円形に配列されている。主柱穴跡はP05、 P07、 P09である。

[遺物]187の頸部から口縁部にかけては直立気味の形態である6189は頸部に3本の貼 り付け凸帯があ

り、凸帯上には小刻みなキザミメが施されている。191は 口縁端部に強いヨコナデが施されることによ

り、同部が肥厚されたものである。192は頸部の長さに比べて口縁部の広がりが小さい形態である。194

の外面の凹線文は幅広で間隔が広い。195の張り出し部は垂下が小さい。196、 197は脚端部が上方へ肥

厚された形態である。

① S H33(第 29図、図版19)

[遺構]D llptの北方約10mに位置する。S H26の 建築やS R02の 形成によって遺構の大部分が失わ

れたために、北東隅の壁面の検出に留まった。床面は中央部が一段低い形態であり、壁面沿いには壁溝

(D01)が回る。柱穴跡の配列は不明確であるが、主柱穴跡はP02と P09である。

⑭ S H34(第 29・ 37図、図版19)

[遺構]S H33の西方に隣接して所在し、北・東壁面とこれらに連続する床面が保存されていた。北壁

面に接した位置で壁溝 (D01)と柱穴跡を検出した。後者の配列は不明確であるが、主柱穴跡はP02と

P10である。

[遺物]198～ 200の 回縁部は水平方向に開口し、下端部が垂下する形態である。198、 200の 回縁部内面

の斜格子文は左下がりの線が後から施されている点が共通する。201の 回縁上端部はつまみ上げられた

形態である。

⑮ S H35(第 29・ 37041図、図版19)

[遺構]S H34の建築によって遺構の大部分が失われたために、北東隅の壁面と壁溝 (D01、 D02)及

び床面の土坑 (K01)を検出したのみである。

[遺物]203は回縁部が短く逆ハ字形に開回し、端部が上下に肥厚する形態である。204、 205は 口縁部

上端部がつまみ上げられた形態である。

① S H36(第30037041042図、図版17020)

[遺構]D10ptの 北東方約10mに位置する。床面は中央部が一段低い形態で、壁面沿いにはベッド状

遺構が形成されている。北 。東壁面に沿った位置には断続的な壁溝 (D01、 D02)があり、床面中心部

の西寄りに炉跡 (K01)がある。柱穴跡はベッド状遺構上に円形に配列されている。主柱穴跡はP01、

P05、 P14、 P19、 P22である。

[遺物]206、 207は短い口縁部が逆ハ字形に開回する形態であり、頸部は湾曲するために位置が不明瞭

な点が特徴である。208、 209の 回縁部は水平方向に開口された後に、端部が上下に肥厚されて端面に凹

線文が施されている。210は 日縁部の器壁が一定の厚さに仕上げられた形態である。211～ 214の 口縁上

端部はつまみ上げられた形態である。216は球形の体部が特徴である。219、 220は 口縁端部が上下に肥

厚された形態であり、220は端面に凹線文が施されている。221、 223の 回縁部は上端部が大きくつまみ
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上げられて広い端面が成形されている。2261227は脚端部が下方へ突出する形態である。228の 脚部は

直線的に開脚する。

281は 無茎凹基式、282、 283は柳葉形、284、 285は 有茎凸基式の形態である。285の 茎部は先端部に比

べて小型である。287は 軸端部に不明瞭な敲打痕があるが、作業によって生 じたか埋没時に偶然生 じた

かは判定できない6288は側面の一部にも敲打痕があることから紐掛けして使用された可能性がある。

(2)土 坑

① S K01(第43,48図 )

[遺物]291は直立する頸部と水平方向に短く開回する口縁部が特徴である。口縁端部は上下に肥厚さ

れて端面にキザミメと円形浮文が施されているё292は 口縁部が水平方向に広く開口して上端部がつま

み上げられた形態である。293は 2重回縁の形態であり、日縁端部が内外方向に肥厚されていることと

外面に幅広の凹線文が広い間隔で施されていることに特徴がある。294は ハ字形に開口する大型品であ

り、日縁端部が月巴厚されている点が特徴である。295、 297～ 299は 日縁上端部が高くつまみ上げられた

形態である。302は焼成前の穿孔である。303は 口縁部から体部へかけて屈曲点が少ない形態で、日縁部

が短い点が特徴である。

② S K02(第43048図 )

[遺構]F4ptの東方約10mに位置する。検出した部分は少ないが、底面に溝状遺構と小規模な柱穴

跡が存在することから、竪穴住居跡のす部分と考えることも可能である。

[遺物]304は日縁端部に強いヨコナデが施されたために上下に肥厚された形態となっており、作 り出

された端面には波状文が施されている。さらに頸部には棒状の工具による刺突文が施されているために

装飾性が豊かな器種である。頸部の位置は不明瞭である。305の 頸部には3箇所の焼成前の穿孔がある。

307～ 309は 回縁上端部がつまみ上げられた形態である。311は脚端部の直径に比べて高さが高い形態で

ある。312の脚端部は上方につまみ上げられた形態である。

③ S K06(第43048図 )

[遺物]313は口縁部が水平方向に開口した後に上端部が上方に屈曲するために受け回状の形態となっ

ている。鉢は体部が直線的な形態のもの (314)と 湾曲するもの (315)がある。口縁端部はいずれも内

外方向に肥厚されている。

④ S K12(第44048～ 51・ 54図、図版405)

[遺構]F4ptの西方約 7mに位置し、 S H12013に 近接する。底面の中央部に直径約0.5mの範囲に

わたって被熱跡が認められるが、埋土中に含まれていた炭化物はきわめて少量である。この点について

は燃焼量が少ないことや燃焼後の残滓が丁寧に排出されたことが原因として考えられる。

この被熱範囲を避けるような位置において遺物が密集して出土した。遺物の大部分は破砕されており、

出土状態によって底面に密着していたものと遊離したものに分別することができるため、複数回にわた

って投棄されたことがわかる。

[遺物]316～ 318は 日縁端部が月巴厚されてキザミメや凹線文が施された装飾性の豊かな器種である。頸

部以上の部位が直立する形態の壺は口縁端部が細く成形されているもの (320)と 、端面が成形されて

いるもの (321～324)に分かれる。後者はやや受け口状の形態であり、口縁部外面に凹線文が施されて

いるものが多い。322と 323の頸部には二枚貝の殻を使用した刺突文が施されている。さらに頸部の付け

根部分に凸帯が貼り付けられている点も特徴である。325は 口縁部が内側へ傾く形態であり、外面に凹
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第 3表 土坑一覧表 1

遺構名 地区 平面形態
規模 (cm)

挿図番号 図版番号
幅 深 さ

S K01 43048
S K02 IA 円形か 276 43・ 48
S K03 80 43
S K04 IA 隅丸長方形 116 43
S K05 144 48 43
S K06 TA 隅 ★.T方形 308 228 43・ 48

S K07 IA 隅丸長方形か 184 88 43
S K08 IA 方形か 80 44。 4ヽ

S K09 IA 長 形 か 240 44
S K10 IA 長 楕 円 形 44
S Kl IA 不

■J形 88 40 44
S K12 TA 隅 力1¬ 方 形 300 44・ 4R-51 ・ 54 4・ 5

S K13 IA 円 形 44
S K14 IA 長 楯 円 形 272 24 44051・ 54
S K15 IB

襲囁
200 24 44

S K16 IB 不 整 108 24 44
S K17 IB 形 104 45
S K18 IB 方 形 104 45
S K19 IB 隅丸長方形 352 240 45。 1ヽ ・ 5,

S K20 IB J5]:, 薔F]形か 188 24 45
S K21 IC 量 布 228 64 45052・ 54
S K22 IC 不 啓 辱 144 108
S K23 IC 長 月形 80
S K24 IC 不 幣 i 124 24
S K25 IC 長 橋 120
S K26 IC 長 円 形 144 46
S K27 Ⅱ A π 必 円 能

S K28 Ⅱ A 不 長楯 円形 40 46・ 5,

S K29 Ⅱ A 」長 方形 46
S K30 Ⅱ B 万 形 46・ 52
S K31 Ⅱ B 方 形 240 40 46・ 52

S K32 Ⅱ B 方 形 200 140 46
S K33 Ⅱ B 長方形 108 47
S K34 Ⅱ B 万 円 形 108 24 47
S K35 Ⅱ B 小 整 長 万 形 140 47・ 5`

S K36 Ⅱ B 円 形 24 47
S K37 Ⅱ B 万 形 344 47・ 52・ 53・ 54
S K38 Ⅱ B 方 形 332 84 47・ RR

線文が施されている。331は小型品であるが、精良な材料を使用して製作されている。332の 回縁部は受

け口状の形態である。334～ 340は 口縁部が水平気味に開口して上端部がつまみ上げられた形態であり、

332～ 334に 比べて335～ 339は胴が張る点が特徴である。340、 341、 343、 345の体部は球状の形態である。

347は小型品であるが、蓋を装着するために穿孔されている。351、 352の 口縁部は端部が内外方向に肥

厚され、外面には凹線文が施されている。355、 356の体部は半球状の形態であり、日縁部は受け口状に

開回する。357、 359の体部は算盤珠状の形態であり、360に ついてもこれらと同様の器種 と考えられる。

把手の状態を表現するために表面と断面を図化 したが、本来は 1個のみの装着である。362は注目であ

る。高杯の回縁部 (363～365)は端面が内外方向に肥厚された形態である。366の つまみ部には紐状の

釣 り手を装着するための穿孔がある。

417は 両側面が破断しているが、右側面については研 ぎ直されて再利用されたことがわかる。

⑤ S K14(第 44・ 51054図 )

[遺構]F3ptの南方約 5mに位置し、S H04と S H12か ら等距離である。底面は平坦であり、柱穴

跡等の遺構を伴わない。

[遺物]368の体部は中心部で屈曲するために算盤珠状の形態であり、日縁部は水平方向に広く開回す

る。369は胴が張らない形態であり、頸部から口縁部にかけては逆ハ字形に開口する。日縁上端部はつ

まみ上げられた形態である。

418は不整な剥片の長側縁部を加工している。
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第 43図 土坑 遺構 実測 図 1(1:S K01、 2:S K02、3:S K03、 4:S K04、 5:S K05、 6:S K06、 7:S K07)
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第53図 土坑遺物実測図 6(402～ 406:S K37、 407～414:S K38)

⑥ S K19(第 45・ 51・ 52図、図版 8)

[遺構]E2ptの西方約 3mに位置する。当該地は集落跡の西端部であ り、最 も近接 した S H15か ら

も約15m離れている。形態上の特徴は、壁面が垂直に近い急角度で直線的に掘 り窪められていることと、

底面が平坦なことである。埋土は主に基盤土が水平に堆積する状態を示 し、間隙に有機物が腐食 した土

壌が少量存在する。

遺構の北半部において、底面から遊離した保存状態が良好な遺物を採取 したことから、埋土が自然堆

積の状態にない事実とともに人為的に埋め戻されたことがわかる。

[遺物]370は頸部から口縁部にかけて直立し、端部は球状に丸 く成形されている。体部は算盤珠状の

形態である。371、 372は体部が算盤形で、頸部から口縁部にかけて逆ハ字形に開回する形態である。373

は把手が装着された水差し形の器種である。375、 376、 378、 379は肩が張らない長い体部が特徴であり、

前 3者は回縁上端部がつまみ上げられた形態である。375の 肩部には二枚貝の殻を使用 した刺突文があ

り、376の 同部には棒状の工具による刺突文がある8

⑦ S K21(第45052054図 )

[遺構]F6ptの東方約 2mに位置 し、 S H20に 近接する。壁面は上部が緩 く傾斜 した後、底面中央

部において下部が急傾斜に変化する。

[遺物]380の 口縁部は逆ハ字形に開口して端部が肥厚されている。381の 口縁部は端部が下方へ大きく

垂下された形態である。383、 384は 回縁端部が内外方向へ肥厚されている。385は 脚端部に広い端面が

成形されている。

419は茎部の成形が不完全な形態である。

-71-



一

４‐

％

旧

ソ

珊

＝

・
―Ｉ

Ｊ

Ｂ

@
1) +rs

ｎ

ｌｌ

ｌ‐

―‐

―‐

∪

第54図 土坑遺物実測図 7(415:S K08、 4160417:S K12、 418:S K14、 419:S K21、 420:S K35、 421～424:S K37)

-72-



③ S K28(第46:52図 )

[遺物]385は 回縁端部が上下方向に肥厚されて端面に凹線文が施されている。

③ S K29(第46図、図版15)

[遺構]D llptの北方約 6mに位置する。整然とした平面形態を示すことと、底面が平坦であること

から埋葬遺構の可能性もあるが、木棺跡等は存在しない。

⑩ S K30(第 46・ 52図 )

[遺物]387は小型品であるが、精級な成形である。388、 389に は直立する長い頸部があり、頸部の付

け根には装飾のための凸帯が貼 り付けられている。391は 回縁端部が肥厚された形態であり、外面に凹

線文が施されている。

⑪ S K31(第46052図、図版21)

[遺構]C12ptの 北方約 3mに位置し、S H29と の距離は約 2mである。整然とした平面形態を示す

ことと、底面が平坦なことが形態上の特徴であり、埋土の縦断面の観察により東壁面の下部に小規模な

窪みが認められたことから木棺を使用した埋葬遺構と考えることが適当である。木棺の材料や遺体は残

存しない。

[遺物]392は頸部の位置が不明瞭な器種で、短い口縁部が逆ハ字形に開口する形態である。

⑫ S K37(第47052～54図 )

[遺構]D10ptの 北東方約14mに位置し、 S H36が埋没した後にその北半中央部の位置に掘 り込まれ

ている。平面形態と縦横断面が箱型の整然とした形態である点が特徴である。

[遺物]394は把手が装着された水差し形の器種である。395～ 401は 回縁上端部がつまみ上げられた形

態であり、395～ 397の 回縁部が水平方向に開回するのに対して、399～ 401のそれはく字形に屈曲してい

る。402～404の 口縁部は端部が細く成形された形態である。405、 406は脚上端部が突出して、広い端面

が作り出されている。

421は長軸の両端部に決りが成形されていたことがわかる。

⑬ S K38(第 47・ 53図 )

[遺構]C10ptの 東方約 7mに位置し、S H31の 建築によって東壁面が失われている。壁面の傾斜が

急角度であることと、底面が南半部が深い 2段構造であることが特徴である。

[遺物]407は 口縁上端部が肥厚されて端面に凹線文が施されている。408～411は日縁上端部がつまみ

上げられた形態である。412の口縁部外面には細い棒状の工具を使用したキザミメがある。

(3)溝状遺構

① S D02003・ 04・ 05(第55図 )

[遺構]IA区のS H09の 北壁面の外側で検出した。いずれも南西から北東方向へ地形の傾斜に沿って

直線的に流下していることから、自然流路の可能性もあるが、集落外への排水を意図して開削されたこ

とも考える必要がある。

② S D08(第 56図 )

[遺物]425は頸部から回縁部にかけての変化点が不明瞭な形態で、水平気味に開口した後に口縁上端

部がつまみ上げられている。

③ S D09(第 56図 )

[遺物]426は 口縁端部が肥厚されて端面に波状文が施されている。428、 429は 口縁上端部がつまみ上
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遺構名 地区 方向性
規模 (cm)

挿図番号 図版番号
延 長 深 さ

S D01 IA 西 425
S D02 IA 230
S D03 IA
S D04 IA 匹 250
S D05 TA i両

S D06 IB i[E]

S D07 IB 山 100 45
S D08 IC iTI] 435
S D09 IC 述 140
S D10 Ⅱ A iTttT 445 280 44
S Dll Ⅱ A F,手こ 555 55・ 56・ 64

S D12 Π A iIE] 56057・ 64
S D13 Ⅱ A FIE] 335
S D14 Ⅱ A F山

S D15 Ⅱ B FT17 280 230
S D16 Ⅱ B 1650 460 58-61 ・ 64・ 6馬

S D17 Ⅱ B 62・ 65
S D18 Ⅱ B 245 55。 62

S D19 Ⅱ B 320
S D20 Ⅱ B 540 45
S D21 Ⅱ B 515 585 5馬・ 62・ fi5

S D22 Ⅱ B 6R・ 66

第 4表 溝状遺構一覧表

げられた形態である。

④ S Dll(第 55056・ 64図 )

[遺物]431は回縁部が小さく開回して端部が受け口状の形態である。432、 433は 口縁下端部が垂下す

る器種である。434、 435は 肩が張らない形態で、短く屈折した回縁部が特徴である。438は半球形の体

部で、日縁端部に小さい端面が成形されている。口縁部外面には幅広の凹線文が間隔を空けて施されて

いる8441、 442の脚端部は肥厚されて広い端面が成形されている。443は蓋様の粗製品である。

⑤ S D12(第 56・ 57・ 64図 )

[遺物]444の回縁下端部が鉛直方向に大きく垂下されて広い端面が成形された理由は、刺突文や凹線

文の施文を可能にして装飾性を高めるためである。445、 446の 口縁部は逆ハ字形に開口して端部が肥厚

される形態であり、端面は円形浮文や凹線文で装飾される。446の 頭部には幅広の凹線文が間隔を空け

て施されている。451は 短く頸部と水平気味に開回する口縁部が特徴である。452の 回縁部は頸部の付け

根部分から端部にかけて屈曲点がない逆ハ字形の形態である。頸部外面には凹線文や棒状浮文が施され

ている。453は直立気味に開回する口縁部である。454の 回縁部は短く直立する形態である。456～460は

口縁端部が肥厚された器種である。461、 463は 日縁上端部がつまみ上げられた形態である。468は 口縁

端部が内外方向に肥厚されて端面が成形されている。474は 張り出し部の下端部が垂下された形態であ

る。477～479の脚端部は肥厚された形態で前 2者は端面に凹線文が施されている。

650は無茎凹基式、651～ 654は 有茎凸基式の形態である。656、 657は 長側縁部を一部を刃部に加工し

た器種である。659は使用痕がないため製作中に破損した可能性がある。

⑥ S D15(第 58図 )

[遺物]483は 口縁部が高く直立する形態で外面に7条の凹線文が施される。器壁の厚さが均等な精巧

な器種である。484の 回縁部は水平方向に開回し端部が肥厚されて凹線文が施される。485は 回縁部と頸

部が直線的な形態であるために屈曲点が明瞭である。486の 回縁部は受け口状であり、端部が肥厚され

ている。

⑦ S D16(第 58ん 61064・ 65図 )

[遺構]Ⅱ B区の最高所である丘陵の西側の裾部に沿って直線的に流下する遺構である。調査範囲が制

限されたために全体の調査は行えなかったが、下流の竪穴住居跡群の出現前から存在し、同群の出現当

時も規模が縮小しながら維持されていたことがわかる。
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第55図 溝状遺構土層序断面実測図

[遺物]490は直立する頸部と短く外反する口縁部が特徴である。491～ 502は 口縁部が水平方向に広く

開回する形態で端部が肥厚されて凹線文が施されている。503～ 506の 口縁下端部は垂下気味の形態であ

る。日縁部内面に斜格子文があるように装飾性が高い器種である。508～ 510は頸部が不明瞭なことと短

い口縁部が鋭角的に開回することが特徴である。512～ 514は 回縁部が直立気味の逆ハ字形に開口する形

態で頸部に幅広の凸帯が貼り付けられている。515ん 518は長い口縁部が直立あるいは受け口状に立ち上

がる大型品で外面は幅広の凹線文やキザミメで飾られる。519～ 522は 口縁端部が上下に肥厚された形態

である。523～ 525の 口縁部は水平方向に開口して上端部が高く引き上げられている。529～544は 回縁上

端部がつまみ上げられた形態である。545～ 552は 口縁端部の成形が簡素化されて先細か丸く仕上げられ

たものである。553～ 562は 口縁上端部がつまみ上げられて端面が広く成形された大型品である。鉢には

口縁端部が肥厚されたもの (566～569)と 肥厚されないもの (570)がある。前者は回縁部外面に幅広

で間隔の広い凹線文が施されている。高杯には回縁部外面の張 り出し部の下端部が垂下された器種

(572)と 口縁部が内外方向に肥厚されて外面に凹線文が施される器種 (573γ579)があるが、後者の

占める割合が多い。582は 円盤充填の状態が明瞭である。583～ 537の脚端部は肥厚された形態である。

590に は紐掛けのための穿子Lがある:

666は長軸の両端部に決りを成形した器種である。

③ S D17(第 62・ 65図 )

[遺物]592は頸部が直立し、口縁部が水平気味に開回する形態である。日縁端部は上下に肥厚されて

1 黄灰褐色砂質土
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端面に凹線文が施されている。体部は肩が張るため球形である。593～ 595の 回縁部も水平に大きく開口

して端部が広 く肥厚されている。525は 回縁部が短 く外反する形態である。598～605は すべて口縁部が

く字形に屈曲して上端部がつまみ上げられた形態である。

669は 唯一の磨製石庖丁である。背部は両側面方向からの研磨により鋭角的な稜線が形成されている。

670は棒状の形態である。

⑨ S D20(第 62図 )

[遺物]610は 口縁部の屈曲点が不明瞭な器種であり、端部は先細に成形されて凹線文が施されている。

⑩ S D21(第55062065図 )

[遺物]613、 614は 口縁部が逆ハ字形に大きく開回する器種で、前者は端部が上下に肥厚されて凹線文

が施されている。615、 616は 口縁上端部がつまみ上げられた形態である。617の 回縁端部は上下に肥厚

されている。

672の 背腹両面の横方向の凹面は柄の装着のための紐掛けの痕跡と考えられる。

⑪ S D22(第 63・ 66図 )

[遺物]622の 口縁部は下端部が垂下されて広い端面が成形されている。頸部から口縁部にかけての変

化は漸移的である。623の 口縁部は逆ハ字形に開口して端部が丸 く成形されている。628～ 634は 口縁上

端部がつまみ上げられた形態である。645、 646は 張 り出し部の下端部が垂直に屈曲されている。

674は有茎凸基式の形態であるが、茎部の作 り出しは不完全である。675の刃部は右側面が摩滅して変

形しているが、これは腹面の使用痕が左上から右下方向べ刻まれていることから当該箇所に再三にわた

り力が加わった結果であると考えられる。677は 背面が研磨されて凹面化 していることから石皿を転用

したことがわかる。

(4)柱穴跡 (第67068図 )

I区及びⅡ区の竪穴住居跡の検出箇所の周辺部において柱穴跡が密集して存在する。これらは規則的

な配列を示さないために上部構造を復元することができないが、他の多 くの遺構の上部が削 り取られて

いることを考えると、いくつかの遺構が密集状態を示すものについては竪穴住居跡の床面に掘 り込まれ

た柱穴跡あるいは土坑であった可能性がある。

[遺物]686は 日縁部が長 く内傾する形態であり、器壁が均等な厚さに仕上げられていることが特徴で

ある。688は 高熱が加えられたために胎土中の鉱物が溶解して空隙が生じた器種である。696は体部に鋭

角的な屈曲部があるため重心の低い算盤珠形の形態である。

710は柳葉形の形態である。

(5)不明遺構       |

S X01(第 67068図 )

[遺構]D12ptの 南東方約 lmに位置 し、 S H21に 近接 して所在する。底面には柱穴跡を伴 うが、配

列には規則性がない。

[遺物]711は使用痕がないため製作中に破損した可能性がある。

(6)自然河川跡

① S R01(第 70～ 75図 )

[遺構]IC区 の広い範囲を東南から北西方向へ斜めに横切らた後に、 IB区の北端部を東から西方向

へ横切って善門池の方向へ流下する自然流路である。本遺構については東谷川の原形であると推測され
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第68図 柱穴跡・不明遺構造物実測図 2(7090710:柱穴跡、711:S X01、 712:S X02)

るが、 IC区における横断面の形態が浅い皿状であることから、同川の氾濫によって,時的に生じた水

量の少ない遺構であったと考えられる。ただし、 IB区においては現存する河岸段丘崖の位置に一致す

るため、段丘崖形成の一因となったこともわかる。

[遺物]713～ 716は 口縁部が水平方向に開回し、端部が上下に肥厚された形態である。端面は凹線文(

頸部はキザミメや棒状浮文で飾られている。717～ 719は 頸部が不明瞭な器種で体部は肩が張らない形態

が考えられる。720、 723～730は 口縁上端部が小さくつまみ上げられ、同下端部が外方向に張 り出され

た形態である。727、 728に ついては下端部が垂下している。733～ 735は頸部から口縁部にかけて外反気

味に直立する器種で、外面に多 くの凹線文が施されている。736は 算盤珠形の器種で口縁端部が内外方

向に大きく肥厚されている。737、 738は 2重回縁の形態である。739～ 741の 口縁端部は上下に肥厚され

た形態である。742～ 755は 口縁上端部がつまみ上げられた器種である。756～ 759の 口縁端部は丸 く成形

されている。760～ 765は 口縁端部が肥厚された大型品である6767の体部は肩が張らない形態で口縁部

が直立するために長胴の器種が想像される。鉢は口縁端部が内外方向に肥厚されて外面に凹線文が施さ

れる器種 (775～782)が占める割合が高い8784は高熱により胎土中に空隙が生 じた器種である。高杯

は口縁部外面に張 り出し部がある器種 (789、 790)と 口縁部が内傾気味に直立して端部が肥厚する器種

(791、 792、 794、 795)がある。797、 798は 円盤充填の痕跡が明瞭である。

802～808は 有茎凸基式の器形であるが、803以外は茎部の作 り出しは不完全である。809、 810は 長軸

方向の端部に決 りがある。811は長側縁部が刃部に加工されている。814の左側面の摩滅が著しい点につ

いては、使用痕の方向が左上から右下方向であることから同側縁が下にして使用された結果である。

②S R02(第69076～ 107図 )

[遺構]Ⅱ A区の大部分の面積を占める遺構であり、斜面上部から東谷川へ向かって直線的に流下する。

本遺構は現在の谷地形の原形であるが、遺物を包蔵する表層の堆積層のみの調査に留めたため、本来の

地形はより谷底が深い状態であったことは明らかである。
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[遺物]817～ 834は 回縁上端部がつまみ上げ気味に上下に肥

厚された形態であり、839～861の回縁端部についても肥厚さ

れているが、特に下端部の外方向への張 り出しが大きい点が

特徴である。これらは頸部が外反気味に直立することと口縁

部が水平方向に開口することが形態上の共通点であり、多 く

の資料に端面の凹線文と口縁部内面に斜格子文が認められる

点においても共通する。後者のグループから発展 したと考え

られる資料が862～868である。このグループは回縁下端部が

鉛直方向に大きく垂下されるために端面が大きく成形されて

凹線文、波状文、浮文で飾られている。頸部から口縁部にか

けては逆ハ字形に大きく開回する。

881は 2重回縁の大型品である。886～888は 頸部が直立 し

て口縁部が外反する器種であるが、日縁部の湾曲は少ない。

889～895の 回縁部は直線的に外反する形態で端部が肥厚さ

れている。897～ 905に ついても上記のグループと同じ系譜に

ある資料である。頸部と口縁部外面に凹線文が施されている。

908～ 918は 日縁部が短い器種である。日縁端部が丸 く簡素に

仕上げられている点が特徴である。920～ 925は 2重回縁の大

型品である。日縁部は内傾か外反した形態であり、端部が肥

厚されている。外面には幅広の凹線文が間隔を空けて施され

ている。927～ 929は 算盤珠形の器種である。939は 把手付の

水差し形の器種である。940～950は 口縁端部が上下に肥厚さ

れて端面に凹線文が施された器種である。945の ように体部

の上位に最大径があるために肩が張る形態が特徴である。951

～978は 口縁上端部が立ち上が り受け口状の形態である。上

記のグループと同様に体部は肩が張る形態である。979～ 1003

の回縁部は上端部がつまみ上げられた形態で、体部は肩が張

らない点が特徴である。1004～ 1015は 回縁端部に施されたヨ

コナデにより同部が上下に少 し肥厚された器種である。この

器種は小型品の占める割合が高い。

1016～ 1038は 口縁部が短 く外反して端部の仕上げが簡略化

されている器種である。体部は肩が張らない長胴の形態であ

る。1039～ 1054は 回縁上端部がつまみ上げられた器種である。

1053の ように最大径の位置は体部の中位よりも下方にある。

1055～ 1078は 回縁端部が肥厚されて凹線文が施される器種で

大型品が多い点が特徴である。1055～ 1069は 凹線文が深いこ

とがわかる。1080～ 1082は 口縁部が短 く外反した小型品であ

る。1084に ついては回縁部が L字形に屈曲するとともに体部

-90-
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自然河りI:跡遺物実測図 2(739～ 767:S R01)第71図
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第73図  自然河りlI跡遺物実測図 4(795～ 801:S R01)

がバケツ形であることから、これまでのグループよりも古い時期の所産と考えられる。1092～ 1107は 回

縁部外面に幅広の凹線文が間隔を空けて施された器種であり、日縁端部が内側へ肥厚されたもの (1092

～1096)、 外側へ肥厚されたもの (1097～ 1103)、 両佃1へ肥厚されたもの (1104～ 1107)に 分類すること

ができる。1110～ 1114は 半球形の体部が特徴である。1115～ 1122は 回縁部がく字形に短 く屈曲する器種

である。1123は 大型品で体部の上位に屈曲点がある。高杯は張 り出し部の端部が垂下しない形態のもの

(1125～ 1129)と 垂下するもの (1130～ 1134)、 日縁端部が内外に肥厚されたもの (1135～ 1157)、 同端

部が直立あるいは内傾するもの (1158～ 1171)に大別できる。脚端部の大部分は上下に肥厚されている

(1172～ 1193)。 1196、 1197は 脚部の下位が屈曲して水平方向に開脚する形態である。1203～ 1205は 焼

成前の穿孔である。1223は 粘土板の上下面に縦方向の沈線が施されたものである。1224は 脚状、1225は

蓋か底状の資料である。1226は 鉄鏃の茎部と考えられ、横断面の形態は長方形である。

石鏃は有茎凸基式 (1237～ 1258)が最も多 く、柳葉形 (1259～ 1266)が次に多い。1267は 先端部から

基部までの厚さが薄い形態であるのに対 して、1268、 1269は 中央部が厚 く成形された種類である。1270

は有茎式の形態である。1271は 長側縁部を刃部に加工 した形態である。1272～ 1277は 長軸の端部に決 り

が施されている。1278～ 1282が針部のみの剥離調整であるのに対 して、1283は つまみ部まで丁寧に成形

されている。1293～ 1295は石器製作の早い段階で発生した大型の横長剥片を加工した資料である。いず

れもポジティブな面にはバルブが認められる。1301は左右の側面を研ぎ直して使用されたことがわかる。

1303は 使用痕がないため製作中に破損した可能性がある。1304に ついても右側面に粗い石理があるため

研 ぎ直されたことが想像される。1307の 背面の決 りは紐掛けの痕跡である。1311の右側面は研 ぎ直され

ている。1316は 未製品の可能性がある。1318に ついては製作中に薄く破損したことが想像できる。1323、

1325、 1326の左側面及び1326の 背面は研 ぎ直されたことがわかる。1330の腹背面と両側面の決 りは紐掛

けの痕跡である。1331は 右側面に使用痕があるため破損後に再利用されている。1332の右側面は研 ぎ直

されている。1334の 各面にある横長の裂傷は石器製作の挟み撃ちの際に生 じたものである。1336の腹背
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面の基部側にある斜め方向に荒れた箇所は柄に装着されていた範囲を示す ものである6磨石は1353と

1358を 除いて大きさの均整がとれている。1361は使用面が完全に平坦化 した資料である。1362、 1363は

磨石を叩石として転用 したものであるが、叩石としての使用頻度は低い。1368、 1369は 一部に敲打痕が

あるため石器製作時のハンマーとして使用されたことが想像できる。1377は 表面の中央部に幅の狭い窪

みがあるため調理具以外の使いみちも考えられる。1378～ 1383は 磨石を転用 したものである。1384は 長

軸方向の両端部を打ち欠いて紐掛けしたものである。

(7)遺物包含層

① I区 (第 108～ 119図 )

IA区 において微細な谷地形に相当する北半部の中央部と、 IC区の自然河川跡の検出箇所に相当す

る北・東半部において遺物包含層を検出した。後者の堆積層は河水によって運搬された岩石や砂を主成

分とするため、包蔵されていた遺物は他所から運搬された可能性が高いが、前者は基盤土に類似 した土

壌によって形成されていることから、検出箇所に近い位置で発生した土壌が堆積 したものと考えられる。

すなわち当該箇所周辺には竪穴住居跡をはじめとする生活遺構が密集するため、主としてこれらの遺構

群から掻き出された遺物を包蔵 していたものと考えられる。

層序は IC区で 4層 に分別できる。

[遺物]1385～ 1402は 口縁部が水平方向に開回する器種で、端部が上下に肥厚されるもの(1385～ 1394)

と下端部が外方向に張 り出すもの (1395～ 1402)に 分類される。この器種は回縁端部の凹線文や口縁部

内面の斜格子文が特徴である。1385の 回縁部内面と1393の 回縁端部には二枚貝の殻による刺突文がある。

1403は 口縁下端部が垂下する形態である。1404は 口縁部が短 く外反して端部が肥厚された大型の器種で

ある。1406は 2重口縁の形態である。1409、 1410は 頸部から口縁部にかけて直立して端部が丸 く成形さ

れている。1411～ 1415は 頸部は直立するが、日縁部は内傾気味に外反する。1416、 1417の 体部は算盤珠

形の形態である。1423～ 1427の 口縁部は上下に肥厚されて端面に凹線文が施されている。1428～ 1433は

日縁上端部が突出するために広い端面が生じた器種である。1434～ 1448は 前記のグループに比べて口縁

上端部のつまみ上げが少しだけに留まったグループである。1450～ 1453は 口縁端部の仕上げが簡略化さ

れている。1454～ 1456は 肩が張らないために体部が長胴の形態である点が特徴である。1462～ 1466は 回

縁部を直立させて外面に凹線文を施した器種である。1467～ 1471は 回縁端部が内外方向に肥厚された形

態である。高杯の張 り出し部は垂下しないもの (1477)と 垂下するもの (1478)がある。1501、 1502の

回縁部は内傾気味に外反する。1503、 1504は体部が球形で、日縁部が短 くく字形に外反した形態である。

石鏃は無茎凹基式 (1513、 1514)と有茎凸基式 (1515～ 1526)がある。1526は 茎部の作 り出しが不明

瞭な器種である。1527は 基部だけであるが、調整剥離を施した後に裏面の一部を研磨 していることがわ

かる。1528、 1529は 石鏃の大型品の可能性 もある。1530ん 1535は 長軸方向の端部に決 りがある形態であ

る。1539～ 1543は 石器製作の早い段階で発生した横長剥片をそのまま利用した資料である。1544は横長

の剥片の両側縁部が平行に成形された後、長側縁部が刃部として加工された資料である。1545は 細かい

調整剥離による成形の過程が見られない器種で、長側縁部が刃部として加工されている。1546は 刃部に

使用痕があるため使用時に破損したことがわかる。1547の 中心部よりもやや上方にある横方向の窪みは

柄に装着された際の紐掛けの痕跡である。1548の 中心部にも紐掛けの痕跡がある。1550の 基部の細 くな

った部位は柄に装着する際の紐掛けの位置を示すものである。1552の右側面には紐掛けのための決 りが

施されている。1553の 各面にある横方向の裂傷は石器製作時に行われた挟み撃ちの痕跡である。両側面
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第119図 層遺物実測図12

には 2箇所に紐掛けの決 りがある。1559は 短軸方向の両端部が紐掛けのために打ち欠かれている。1568

は基部に比べて先端部が先細 りになった形態である。全体が丁寧な調整剥離によって成形された後に背

面の先端部の中心部が研磨されている。1569は 長軸方向の両端部に決 りが施された形態である。

② Ⅱ区 (第 120～ 125図 )

S R02の 検出箇所を中心として、ⅡA区のほぼ全域からⅡB区東部までの広い範囲に堆積 していた堆

積層である。近接する竪穴住居跡群において使用された遺物が大部分を占めているものと考えられる。

[遺物]1570、 1571は 口縁端部がつまみ上げられた形態である。1572の 口縁部は上方に肥厚されて端面

に凹線文が施されている。1573の脚部は下方に屈曲点があり、端部が細 く仕上げられた形態である。1575

～1577は 日縁端部が上下に肥厚されて端面に凹線文と浮文が施された精緻な器種である。1578、 1579の

口縁端部は下端部が外方向に張 り出した形態であり、広 くなった端面には深い凹線文が施されている。

さらに前者の口縁部内面には鋭利な道具による斜格子文があり、装飾性が高 くなっている。1580は 口縁

部の端面が外反する器種で、直立気味の頸部が特徴である。1581の体部から回縁部にかけては緩 く湾曲

するため頸部の位置が不明瞭になっている。1582、 1583は 日縁部が内傾気味に外反する器種である。1585

は 2重回縁の大型品である。失われた口縁部は内傾する形態であったことがわかる。1586、 1587は 口縁

端部が上下に肥厚されて端面に凹線文が施されている。1589は 器壁が均整な厚さに仕上げられている点

I区遺物包含
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に特徴がある。1594は 最大径が器高よりも大きいために体部が球体状の形態である。1596に ついても同

様の形態が推測される。1597は 底面の器壁が厚 く大きく作 られており、体部もバケツ形であるために安

定感がある器種である。1598～ 1600は 自縁部が短 く外反する小型品であるが、器壁が厚いことが特徴で

ある。1603、 1604の 口縁部は内側へ肥厚されて水平な端面が成形されている。1606は 体部から回縁部ま

で直線的に連続するバケツ形の器種で器壁が厚 く仕上げられている。1607の 回縁部は断面形が S字形で

ある。1610、 1611に は張 り出し部があるが、後者は下端部が垂下する形態である。1612、 1613は 日縁部

が内傾して外面の広い範囲に凹線文が施されている。

1618は破断面の磨耗が進んでいないため叩石としての使用中か廃棄後に破損したことがわかる。1620、

1621は茎部が不明瞭な形態である。1624～ 1626は 長軸方向の両端部に扶りが施されている。1627、 1628

は長軸方向の両側縁部が平行した長方形の形態の石庖丁か刃器を転用したものである。1629は不定形な

剥片の鋭利な側縁のうちの 1箇所を刃部としたものである。1630は背面に紐掛けの窪みがあることから

使用中か廃棄後に破損したことが想像される。1631は 基部の背面に擦痕があるが、使用痕かどうか判別

できないため製品か未製品かの区別がつかない。1633の刃部には使用痕があるため製品であったことが

わかる。1634の基部の両側面にある窪みは紐掛けの痕跡である。1638、 1639は磨石を転用した可能性が

ある。1646は側縁部に敲打痕があることから叩石としての使途も考えられる。

2 弥生時代以外の遺構 と遺物

(1)土 坑

S K39(第 1260127図 )

[遺構]F2ptの南方約10mに位置し、S H01の 上位から掘 り込まれている。棚田の造成のために遺

構の北部ほど保存状態が悪い。遺構は箱形の土坑の底面に上面の高さを揃えるように扁平な石を敷き詰

め、壁面沿いには未加工の円礫を数段積み上げた構造である。

埋土には炭化した木材の小さい破片が含まれていたが、床面と壁面の石に被熱の痕跡がないため遺構

内で火が使用されたことは考えられない。壁面と底面に自然石を貼り付けていた点については壁面の崩

壊と底面の土壌の露出を防止した目的が考えられるため、水溜め様の使途が想像される。

(2)柱穴跡 (第 127図 )

遺物が出土した遺構はS K39に 近接した位置で 3基、 IA区東部で 1基である。当該時期の遺構は他

に検出されていないことから建物の存在は考えられない。

(3)自然河川跡 (第 127図 )

I区のS R01か ら遺物が出土しているが、当該地区には建物跡等の生活遺構が存在しないためその量

はわずかである。

(4)遺物包含層 (第 127図 )

I区からは須恵器、土師器、瓦器の生活雑器が少量出土しているが、Ⅱ区からは瓦のみである。後者

はIB区の最高所にあったとされる祠様の建物に関連した遺物と考えられる。
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第 5表 土坑一覧表 2

遺構名 地 区 平面形態
規模 (cm)

挿図番号 図版番号
長さ(最大径) 幅 深 さ

S K39 IA 隅丸長方形 216 180 126` 127
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第 4章 自然科学的分析の成果

香川県池の奥遺跡における樹種同定

株式会社 古環境研究所

1 はじめに

木材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの

同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植

生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2試 料

試料は、池の奥遺跡より出土した、柱材、建築部材、廃材の炭化材12′点である。

3方 法

試料を割折して新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、落射顕微鏡に

よって75～ 750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4結 果

結果は表 1に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

マキ属 Podocarpus マキ科

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

図版 1

横断面 :早材から晩材への移行は緩やかで、年輪界がやや不明瞭である。樹脂細胞が散在する。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に 1～ 2個存在する。樹脂細胞が散在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 20細胞高である。樹脂細胞が多 く見られる。

以上の形質よリマキ属に同定される。マキ属には、イヌマキ、ナギがあり、関東以西の本州、四国、

九州、沖縄に分布する。常緑高木で、通常高さ20m、 径50～ 80cmである。材は、耐朽性が強 く、耐水性

も高い。建築、器具、桶、箱、水槽などに用いられる。

マツ属複維管東亜属 Pinus subgen.Diploxylonマ ツ科                  図版 2

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツ

があり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広 く用いられる。
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針葉樹 cOnifer

横断面 :仮道管と放射組織が存在する。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔の型及び 1分野に存在する個数が不明瞭である。樹脂細胞が存在す

る。

接線断面 :仮道管と単列の放射組織が存在する。

以上の形質より針葉樹に同定される。なお本試料は樹脂細胞が存在する事から、マキ属、スギ、ヒノ

キ科のいずれかである可能性が高い。

シイ属 CastanOpsis ブナ科                             図版 3

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環子L材である。晩材部で小道管

が火炎状に配列する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よリシイ属に同定される。シイ属は本州 (福島県、新潟県佐渡以南)、 四国、九州に分布

する。常緑高木で、高さ20m、 径 1。 5mに達する。材は耐朽、保存性やや低 く、建築、器具などに用い

られる。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgeno Cyc10balanOpsis ブナ科             図版 4

横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合 しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガ

シ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径1.5m

以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

コナラ属クヌギ節 Quercus sect.Aegi10ps ブナ科                    図版 5

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道

管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿子しは単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあり、

本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、 径60cmに 達する。材は強靭で弾力に富み、器

具、農具などに用いられる。
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″:武菱泰球  brOad― leaved tree

横断面 :やや小型の道管が存在する。

放射断面 :道管と放射組織が存在する。

接線断面 :道管と多列幅の放射組織が存在する。

以上の形質より広葉樹に同定される。なお本試料はきわめて小片の為、広範囲の観察が困難なので、

広葉樹の同定にとどまる。

5所 見

同定の結果、池の奥遺跡の炭化材は、マキ属 1点、マツ属複維管束亜属 1点、針葉樹 1点、シイ属 1

点、コナラ属クヌギ節 1点、コナラ属アカガシ亜属 6点、広葉樹 1点であった。柱材はいずれもコナラ

属アカガシ亜属で建築部材もコナラ属アカガシ亜属が最も多 く主要材であったとみられる。コナラ属ア

カガシ亜属は硬堅な材であり建築材にも用いられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p020-48。

佐伯浩・原田浩 (1985)広 葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p。 49-100。

島地謙 0伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,296p.
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第 6表 池の奥遺跡における樹種同定結果

N。 出土位置 種類 備考 結果 (和名/学名)

IA区第 2層 廃材 炭化材
コナラ属クヌ

ギ節 Quercus sect. Aegilops

S H01 建築部材 炭化材
マツ属複維管
東亜属

Pinus subgen. Diploxylon

S H04-P04 柱材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis

S H10埋土 建築部材 炭化材 マキ属 Podocarpus

S H12埋土 建築部材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis

S H23 建築部材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis

8 S H27埋土 建築部材 炭化材 広葉樹 broad-leaved tree
S H29埋土 建築部材 炭化材 針葉樹 conifer

10 S H29埋土 建築部材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis

S H36埋土 建築部材 炭化材 シイ属 Castanopsis

S H26埋土 柱材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis

S K19 廃材 炭化材
コナラ属アカ
ガシ亜属

Quercus subgen. Cyclobalanopsis
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第 5章 ま と め

第 1節 集落 につ いて

1 竪穴住居跡の所属時期

池の奥遺跡の集落を構成する主要な遺構は36棟の竪穴住居跡である。これらの多くは後世の農作業に

伴う土地改変による損壊が著しかったために、遺構の所属時期を特定できる良好な資料が大手できた例

が少ない。

以下に限られた資料から導き出した各竪穴住居跡の所属時期の特定結果についてまとめる。なお、比

較資料には真鍋昌宏氏が提示した資料を使用することにより氏の編年観 (以下「土器編年」と略す)に

準じた。また、資料が入手できなかった遺構については重複関係から所属時期を推測した。

第 7表 竪穴住居跡所属時期一覧表

遺構名
土器編年に
よる所属時期

重複関係及び

所属時期
所属時期の特定の根拠

S H01 Ⅳ-1 鉢 (2)の 口縁端部外面の凹線文

S H02 Ⅳ -1 S H01以前か
Ⅳ-1以前か

甑 (3)の突出気味な底部

S H03 S H05以前か

S H04 Ⅳ Tl 鉢 (8)の 口縁部端部外面のキザミメ

S H05

S H06 S H05以前か

S H07 S H05以前か

S H08 Ⅳ-2 甕 (10)の最大径が体部上位にあること。突出気味な底部

S H09 Ⅳ -1 鉢 (22)の 口縁端部外面のキザミメ

S H10 Ⅳ -1 貼付け突帯のある壺 (26)

S Hll
S H10以前
Ⅳ-1以前

S H12 Ⅳ -1 S Hll以前
Ⅳ-1以前

口縁部上端部がうまみ上げられた甕 (67)

S H13
S H12以前
Ⅳ-1以前

S H14 Ⅳ -2 S H17以前
Ⅳ-2以前

甕 (69)の 突出気味な底部

S H15 Ⅲ -2 S H16以前 甕 (72～ 75)が肩が張らない形態であること

S H16

S H17 Ⅳ -2 口縁部が直立気味に開口する壺 (76)

S H18
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S H19 Ⅳ -2 S H18以前
口縁部が直立気味に開口する壺 (76)。 甕 (82)の 口縁端
部外面の凹線文。鉢 (86)の外面の凹線文

S H20 Ⅳ -2 甕 (89)の 口縁端部外面の凹線文。高杯 (94)の外面の凹
線文

S H21 Ⅳ -1 S H22以前
Ⅲ-2以前

壺 (98)の 日縁部外面の凹線文。甕 (103)の 口縁端部外
面の凹線文

S H22 Ⅲ -2 口縁部外面に張 り出し部がある高杯 (111)

S H23
S H30以前
Ⅳ…1以前

S H24 Ⅳ -1 S H27以前
Ⅳ-2以前

壺 (116)の 回縁端部外面の凹線文。鉢 (120)の 口縁部外
面の凹線文

S H25 V-4 口縁部が短く外反する甕 (124)

S H26 Ⅳ -2 S H27以前
Ⅳ-2以前

壺 (127、 128)と 甕 (132、 134)の 回縁部外面の凹線文

S H27 Ⅳ -2 S H36以前
Ⅳ-2以前

甕 (142、 146、 147)と 鉢 (149)の 日縁部外面の凹線文

S H28 Ⅲ-3 甕 (152、 153)が肩が張らない形態であること

S H29 Ⅳ -2 壺 (156)と 甕 (158、 159、 165)の 口縁部外面の凹線文

S H30 Ⅳ -1 甕 (178)の 口縁部外面の凹線文

S H31 Ⅳ -2 壺 (180)と 甕 (182)の 回縁部外面の凹線文

S H32 Ⅳ -2 S H31以前
Ⅳ…2以前

壺 (192)の頸部外面の凹線文

S H33
S H34以前
Ⅳ-1以前

S H34 Ⅳ -1 S H35以前
Ⅳ-2以前

壺 (198、 200)の 口縁部外面の凹線文

S H35 Ⅳ -2 S H26以前
Ⅳ-2以前

頸部に粘土紐が貼付けられた壺 (203)

S H36 Ⅳ -2 壺 (208)の頸部外面の凹線文。発 (211、 213、 220)の 口
縁部外面の凹線文

上記の表にみるように、出土資料にもとづいて所属時期が特定できた遺構は26棟で、重複関係から所

属時期が推測できるものが 4棟である。

前者の出土資料については「所属時期の特定の根拠」として多く掲げたように、「凹線文」の有無に

特別の注意を払い、凹線文の出現前のものをいわゆる弥生土器のⅢ様式に、凹線文が施文されたものを

Ⅳ様式に区分した。小期はⅢ様式、Ⅳ様式ともに3期区分である。この基準による内訳はⅢ-2期 2棟、

Ⅲ-3期 1棟、Ⅳ-1期 10棟、Ⅳ-2期 12棟、V-4期 1棟であり、遺構の重複関係を考慮するとⅢ―

2期 3棟、Ⅳ-1期 9棟、Ⅳ-2期 11棟となる。

2 集落の変遷 と形態

本遺跡は東谷川を挟んで、居住地が東西に2分される。西側の棚田 (I区)は南から北へ傾斜し、東

側の山間地 (Ⅱ 区)は北から南へ傾斜するという対照的な地形である。そこで先に行った竪穴住居跡の

所属時期によって設定できる諸段階ごとに、両地域における時期別の集落の変遷を見ながら住居のあり

かたをまとめる。

(1)第 1段階 (土器編年Ⅲ-2期 :弥生時代中期中頃)
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遺跡内に初めて竪穴住居が建築された時期であり、 I区にS H15が、Ⅱ区にS H21と S H22が現れる。

これらに共通する特徴 としては後出する住居に比べて小規模なことであるが、これは最初の居住者の員

数が少なかったことの表れと言える。これらの住居のうちS H21と S H22は 重複関係にあることから、

並存した遺構はS H15と Ⅱ区の 2棟のうちの 1棟である。したがって、最初の居住者同士の結びつきは

弱く、東谷川を挟んで異なる場所に離れて生活を始めたことがわかる。

住居の立地について見ると、まずS H15は 南から北へ延びる埋没尾根の北西斜面のS R01に 近接した

位置に所在する。当該地は森林の末端部に位置することから当時は疎林の状態であったと考えられ、少

ない労働力でも容易に開発が行えるために少人数の居住に適した場所であったと推測できる。

次にS H21と S H22に ついては東方の丘陵から南西方向に派生した尾根の北斜面の末端部に立地するこ

とがわかる。この原因はS H15と 同様に森林開発の手間を省略したためであると考えられ、S H21に 至

っては未加工のままの斜面を利用して建築されている。

(2)第 2段階 (土器編年Ⅲ-3期 :弥生時代中期中頃から後半にかけての頃)

Ⅱ区のS H21及 びS H22と S R02を 挟んだ対岸の尾根の末端部にS H28が出現しており、個々の遺構

の所属時期に大差がないため、S R02の 両岸に2棟が並存していた可能性がある。前の段階と異なる場

所に住居が建築された原因には依然として森林開発が不活発であったために、居住地として利用できる

場所に限りがあったことが考えられる。

いずれの遺構ともに標高39m前後の場所に所在しており、当該地区における次期段階の住居の立地場

所の標高が36～ 38mに なることを考えると、この段階は依然として高い地点に集合していることがわか

る。

その原因については明 らかにできないが、少人数による集落の経営段階では河川を管理するまでに至

らなからたために、河川の影響を受け易い標高の低い場所を開発することが困難であったと考えること

が適当であろう。

(3)第 3段階 (土器編年Ⅳ-1期 :弥生時代中期後半の始まりの頃)

I区にS H01、 S H02、 S H04、 S H09、 S H10、 S H12の 6棟、Ⅱ区にS H24、 S H30、 S H34の

3棟が建築され、集落の規模が飛躍的に拡大した時期に当る。

まず I区では調査地南方の斜面上方に住居が集合している点が特徴である。すなわち前段階までは森

林開発が未発達であったために尾根の末端部を居住地とする以外は集落の拡大が抑制されていたのに対

して、この段階では森林内部まで居住空間が拡がったことがわかる。さらにS H09の ように旧状では尾

根に相当する場所が平坦地化されて建築された遺構が存在することから、多人数が共同することにより

建築に当って広い範囲の地形の改変を含む基盤の整備が行われた可能性もある。この点については、木

材の伐採及び加工道具としての磨製石斧の相当な出土量から木材利用が盛んで、森林伐開が飛躍的に進

んだという推測からも言及できる。ただし、各住居が傾斜に対して直交する方向に横に並んでいる現象

は、開発が森林の奥深くまで達しなかったことを示唆している。

一方Ⅱ区では前記のように住居が斜面下部の平坦地に立地するようになる。特に石器生産が盛んにな

るのに伴い、住居の近隣に作業空間が必要になったことが主な要因と考えられる。

(4)第 4段階 (土器編年Ⅳ-2期 :弥生時代中期後半の中頃)

I区では前段階までに開発された空間の中でも埋没尾根のさらに北方にS H14と S H17が現れるとと

もに、S H19と S H20に 見るように東側の斜面が新たに居住空間としての利用が始まったために集落の
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範囲は埋没尾根を挟んだ 2つの谷部を包括 した規模にまで拡大する。しかもこの東谷川沿いの傾斜地に

ついては、調査地から上流へ遡った砂防ダム周辺からも遺物が出土したことが伝えられていることから、

開発の規模は調査成果以上に大きかった可能性がある。

Ⅱ区においてもS H26、 S H27、 S H29、 S H31、 S H32、 S H35、 S H36と 丘陵の下の平坦地を中

心に住居が頻繁に建築されて、常時 3棟程度が並存 していたことが推測できる。ところで、これらの住

居の中で S H29が他から離れた標高43mの 高所に建築されている点については、見張 り所的な機能があ

ったことも考えられるが、遺構の構造も他と変わらないために断定を避ける。

さて、当該時期以降は弥生時代終末期頃 (V-4期 )に S H25が突然に出現した以外は無住の状態に

なるが、その原因としてS H20の 内部から大型の岩石が検出されたように、河川の氾濫あるいは山崩れ

による土砂と岩石によって集落が押し潰されたことが考えられる。

第 2節 弥 生 土 器 につ い て

1組 成

出土品の大部分を占める弥生土器と土製品のうち、若干の回転台形土器、不明土製品、紡錘車を除く

他のすべての資料は壷、甕あるいは鉢、高杯、器台、蓋、ミニチュア土器のいずれかに分類することが

できる。そこで本項では器種分類にもとづいて、弥生時代中期中頃から同中期後半の中頃にかけての器

種組成を整理する。

ところで、当該時期の器種組成をまとめる作業の際に見落とせないのは大久保徹也氏の業績である。

氏は高松市上天神遺跡の弥生時代後期初期の土器の起源を追跡する作業中に、弥生時代中期後半段階に

高松平野を中心とする地域にすでに存在していたことがわかる器種を抽出している。抽出された器種に

よる分類が香川県下全域にわたって普遍化できるか否かはさらなる資料の増加を待つ必要があるが、善

通寺市から旧大内町に及ぶ広い地域の出土品にもとづく分類であることを勘案すると池の奥遺跡の資料

に対しても準用できると考えられるため、ここでは氏が抽出した器種を参照する。

なお、再三にわたって記述したが、本遺跡の弥生土器は後述する一部の土坑の出土品を除いて、竪穴

住居跡や溝状遺構等の生活遺構からの出土品の保存状態は不良である。そこで使用する資料には生活遺

構に比べると2級資料となることを前提にして、Ⅱ区のS R02か ら出土した豊富な弥生土器群を対象に

した。S R02は 居住地に近接した位置にあるため、出土品の大部分は生活遺物と考えられ、日常生活の

様態を如実に反映した資料と言える。

整理の手順として最初にS R02の 主要な遺物を器種分類し、その後に大久保氏の分類に当てはめる。

(1)S R02出土弥生土器の器種分類

資料数が豊富で、多様な器種が認められる壺、甕、鉢、高杯について分類する。

①壺 一部の特殊な器種を除いて、A～ N類 までの13種類に分類することができる。

[A類]817～ 828。 逆ハ字形の頸部と短い口縁部が特徴である。口縁端部は上下端部が突出気味の形態

であるために端面が形作られている。大部分の資料が端面に凹線文が施されている。

[B類]829～ 834。 A類に類似した器種であるが、日縁上下端部の突出が弱いために端面が狭くなって

いる。さらにA類に比べて回縁部が長い特徴がある。日縁部内面に斜格子文が施されるものがある。

[C類]835～ 838。 短い頸部と斜め上方へ開回する短い口縁部が特徴である。日縁部の端面は狭いが、

凹線文が施されている。
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[D類]839～ 861。 口縁端部が肥厚されているが、特に下端部の外方向への張 り出しが大きい点が特徴

である。これらは頸部が外反気味に直立し、日縁部が水平方向に開口する。多 くの資料に端面の凹線文

と口縁部内面に斜格子文が認められる。

[E類]862～ 868。 D類から発展 したと考えられる資料である。このグループは口縁下端部が鉛直方向

に大きく垂下されるために端面が大きく成形されて凹線文、波状文、浮文で飾られている。頸部から回

縁部にかけては逆ハ字形に大きく開口する。

[F類]869～ 880。 回縁部が斜め上方へ短 く開口して、下端部が外方向へ突出気味になる器種である。

日縁端面には凹線文が認められない。

[G類]881。 2重回縁の大型の器形である。

[H類]886～ 888。 頸部が直立して回縁部が外反する器種であるが、日縁部の湾曲は少ない。

[I類]889～ 895。 口縁部は直線的に外反する形態で端部が肥厚されている。端面には凹線文が施され

るものが多い。

[J類]896～ 905。 I類 と同じ系譜にある資料である。頸部と口縁部外面に凹線文が施されている6

[K類]906、 907。 日縁部の屈曲が認められない器種である。日縁上端部が上方につまみ上げられて広

い端面が作 り出されている。端面には凹線文が施される。

[L類]908～ 919。 口縁部が短い器種である。日縁端部が丸 く簡素に仕上げられている点が特徴である。

[M類]920～ 925。 2重回縁の大型品である。日縁部は内傾か外反した形態であり、端部が肥厚されて

いる。外面には幅広の凹線文が間隔を空けて施されている。

[N類]927～ 929は算盤珠形の器種である。

②甕 一部の特殊な器種を除いて、A～ H類 までの 8種類に分類することができる。

[A類]940～ 950。 回縁端部が上下に肥厚されて端面に凹線文が施された器種である。945の ように体

部の上位に最大径があるために肩が張る形態が特徴的である。体部は内面にヘラケズリが施されて器壁

が薄 く成形されている。

[B類]951～ 978。 日縁上端部が立ち上が り受け口状の形態である。A類 と同様に体部は肩が張る形態

である。体部内面にはハケメが施される。

[C類]979～ 1003。 回縁部は上端部がつまみ上げられた形態で、端面に凹線文が施されるものが少な

A類及びB類に比べて体部は肩が張らない点が特徴である。

[D類]1004～ 1015。 日縁端部に施されたヨコナデにより同部が上下に少し肥厚された器種である。こ

の器種は小型品の占める割合が高い。

[E類]1016～ 1038。 口縁部が短 く外反して端部の仕上げが簡略化されている器種である。体部は肩が

張らない長胴の形態であり、内面にヘラケズリが施されるものが多い。

[F類]1039～ 1054。 回縁上端部がつまみ上げられた器種である。1053の ように最大径の位置は体部の

中位よりも下方にあるものが含まれる。

[G類]1055～ 1078。 回縁端部が肥厚されて凹線文が施される器種で大型品が多い点が特徴である。特

に1055～ 1069は 凹線文が深いことがわかる。

[H類]1080～ 1082。 回縁部が短 く外反した小型品である。

③鉢 一部の特殊な器種を除いて、A～ C類までの 3種類に分類することができる。
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[A類]1092～ 1107。 回縁部外面に幅広の凹線文が間隔を空けて施された器種であり、日縁端部が内側

へ肥厚されたもの (1092～ 1096)、 外側へ肥厚されたもの (1097～ 1103)、 両側へ肥厚されたもの (1104

～1107)に細分することができる。

[B類]1110～ 1114。 半球形の体部が特徴である。

[C類]1115～ 1122。 日縁部がく字形に短く屈曲する器種である。

④高杯 一部の特殊な器種を除いて、杯部はAん E類までの 5種類に分類することができる。脚部の大

部分は端部が肥厚されて、端面に凹線文が施される器種である。

[A類] 1125～ 1129。 張り出し部の端部が垂下しない器種である。

[B類] 1130～ 1134。 張り出し部の端部が垂下する器種である。

[C類] 1135～ 1157。 日縁端部が内外に肥厚された器種であり、端面に凹線文が施されるものが存在

する。

[D類]1158～ 1166。 口縁端部が短く直立する器種であり、外面に凹線文が施される。

[E類 ]1168、 1169。 口縁端部が内傾する器種であり、外面に凹線文が施される。器壁が薄く成形され

たものが多い。

以上の分類を大久保氏の分類と対照させると第 8表のようになる。( )がないものが弥生時代中期

後半段階に高松平野を中心とする地域にすでに存在していたことがわかる器種で、( )が弥生時代後

期初期には存在するが、中期後半段階では抽出されていない器種を表す。大久保氏による上天神遺跡の

器種分類に類似資料がない場合は他の遺跡の資料を対比させた。

第 8表  S R02出土弥生土器組成表

種類
S R02出土弥生
土器器種分類

大久保氏器種分類
(( )は 未抽出資料)

上天神遺跡以外
の類似資料

遺物番号

一霊

A (広 口壺 C) 817-828
B 該当なし 名東遺跡 SD-02 829-834

広口壺A
C 広口壺 B 835-838
D (広 口壺 C) 839-861
E (広口壺 D) 862-868

F 短頚壺 B 869-880

G 該当なし 未検出 881

H 該当なし
名東遺跡

S A02内 SK-05 886-888

I 直口壺 B 889´Y895

(直口壺A) 896´▼905

K (短頚壺 A) 906、  907

L 該当なし 未検出 908-919
M 該当なし 名東遺跡 SD-02 920-925

直口壺D
直口壺F

N 無頚壺 927-929

発

A 甕 A 940-950
B 甕 A 951´▼978

C (甕 F) 979-1003
D (甕 C) 1004-1015

E (甕 C) 1016-1038

F (甕 E) 1039-1054
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甕

G 大型甕 1055-1078

H 該当なし 未検出 1080-1082

甕 B

鉢

A 大型鉢A 1092-1107

B 該当なし 未検出 1110-1114

C (大型鉢 F) 1115-1122

大型鉢D
大型鉢E

高杯

A 該当なし 名東遺跡 S B 2004 1125-1129

B 該当なし 名東遺跡 S L18 1130-1134

C 高杯A 1135-1157

D (高杯 D) 1158-1166

E 該当なし
久米池南遺跡

第 2号テラス状遺構
1168-1169

高杯 B
高杯 C

脚 脚 A 1172-1193

(2)分類結果から

壺、甕、鉢、高杯ともに器種分類した資料の大部分が大久保氏の抽出資料の中に存在することがわか

った。すなわち、香川県の東部に位置する池の奥遺跡においても、高松平野を中心とした地域の中期後

半段階の弥生土器と同じ型式のものが普及していたことが証明できたと言えるであろう。

ところが、 4種類の器形のそれぞれについて同段階に高松平野を中心とする地域には存在していなか

った器種が 1～ 5種類あることも判明した。そのうちのいくつかについては高松市久米池南遺跡と徳島

県名東遺跡の出土品の中に類似資料があることを認めたため、今後は香川県内の既存の出土品あるいは

香川県東部の遺跡に特有の資料の中から類似資料が発見される可能性を秘めながらも、徳島県側から土

器そのものあるいは土器製作技術が相当量搬入されている可能性が濃厚になったと言える。

なおこれまでの作業の結果、特別な器種として分類できなかった弥生土器についてもその起源が香川

県外に求められることも考慮する必要があるであろうし

2 「池の奥型土器群」の提唱

弥生土器が良好な状態で出土した遺構にS K12と S K19がある。前者は I区の第 3段階の集落に伴う

遺構であり、集落の中央部に位置することから共同施設の可能性がある。また後者は同区の第 4段階の

集落に伴い、竪穴住居跡に隣接する井戸様の生活遺構である。したがって、両遺構 ともに集落が拡大 し

た時期に所属 し、出土品は特殊な器形を含まない生活遺物が主体であると考えられるため、日常的に使

用されていた土器の様相を把握する一括資料 として有効である。            |

そこで S R02出 土弥生土器について器種分類 した観点から、 S K12と S K19の 一括資料のうち器形に

まとまりのあるものを器種分類 して土器群に共通する特徴を見出す。

(1)器種分類

①S K12出 土資料 壺が 3種類、甕が 2種類、鉢が 2種類、高杯が 1種類に分類できる。

[壺 D類]316～ 319。 日縁端部が肥厚されてキザミメや凹線文が施された装飾性の豊かな器種である。

[壺 J類]320～ 324。 頸部以上の部位が直立する形態であり、口縁端部が細 く成形されているもの

(320)と 、端面が成形されているもの (321～324)に分かれる。後者はやや受け口状の形態であり、
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口縁部外面に凹線文が施されているものが多い。322と 323の頸部には二枚貝の殻を使用した刺突文が施

されている。さらに頸部の付け根部分に凸帯が員占り付けられている点も特徴である。

[壺 N類]325。 口縁部が内側へ傾く形態であり、外面に凹線文が施されている。

[甕 F類]334～ 340。 回縁部が水平気味に開口して上端部がつまみ上げられた形態である。

[甕 G類]341、 342。 回縁端部に強いヨコナデが施されることにより、広い端面が作り出されるが、凹

線文等の装飾性は弱い6

[鉢A類]351、 352。 回縁部は端部が内外方向に肥厚され、外面には凹線文が施されている。

[鉢 C類]355、 356。 体部が半球状の形態であり、日縁部は受け口状に開回する。

[高杯C類]363～ 365。 回縁部の端面が内外方向に肥厚された形態である。

②S K19出 土資料 壺が 1種類、甕が 3種類に分類できる。

[壺 D類 ]371、 372。 体部が算盤珠形で、頸部から口縁部にかけて逆ハ字形に開回する形態である。

[壺 J類 ]370。 頸部から口縁部にかけて直立し、端部は球状に丸く成形されている。体部は算盤珠状

の形態である。

[甕 D類 ]378、 379。 短い口縁部と肩が張らない長い体部が特徴である。

[甕 F類]374～ 376。 回縁上端部がつまみ上げられた形態である。

[甕 G類]377。 日縁端部に強いヨゴナデが施されることにより、広い端面が作 り出された器形である。

(2)分類結果から

上記のとおり、S K12と S K19の 主要な弥生土器の分類結果は壺でD類 とJ類、甕でF類 とG類を共

有するというきわめて似通った状態を示した。

すなわち、遺物の保存状態が良好であるとともに、複数の器種が混在するという理由だけで無作為に

選んだ資料にもとづく結果であることから、共通するそれぞれの器種については本遺跡の弥生時代中期

後半頃の弥生土器の中でも最も普遍的であり、遺跡のモデルとなり得る土器群と考えられる。

そこで本項では壺のD類 とJ類、甕のF類 とG類 を一括した「池の奥型土器群」 (仮称)と いうまと

まりを設定して、香川県の東部地方における今後の弥生時代中期後半頃の弥生土器の様相を知る上での

メルクマールとすることを提案する。
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第130図  「池の奥型土器群」実測図 1
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第131図  「池の奥型土器群」実測図2
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第 3節 石 器 ・石 製 品 につ い て

1組 成

石器及び石製品は製品と未製品を合わせて総数1,542点が出土した。これらのうち、竪穴住居跡や土

坑から出土した一部の遺物以外は詳細な所属時期は明らかでないが、大部分が S R01及びS R02の埋積

土と遺物包含層から出土したことから、弥生時代中期中頃から後半の中頃にかけて集落が拡大した時期

の短期間の所産と考えられる。したがって、全個体を概ね同一時期に所属するものとして総括して比較

検討することは同時期の石器及び石製品の組成を把握する上で不都合はないと判断できる6

そこで、弥生時代用途別区分、遺物種類、製品及び未製品、各遺物種類の総数に占める比率の内訳を

まとめて組成を明らかにする。

なお遺物種類のうち転用品については、最終の使用形態で分類した。

第 9表 石器 :石製品組成表

別
分

途用
区

遺 物 種 類
個体数 (点 ) 総数に占める

個体数比率 (%)
製  品 未製品 合 計

狩 猟 具 石 鏃 417 80 32.2

漁 労 具 石 錘 14

農 耕 具 石庖丁

調 理 具

磨石か叩石 293 19.0

石皿か凹石

ロロ  7ヨ 4.3

小  計 381 24。 7

工  具

刃器か石庖丁 142

石 斧 168 10.9

石 錐 58 3。 8

ハンマーか石器材料 41

砥石か台石 0.7

楔形石器 112

小  計 533 34.6

武  器 石 槍 18

不  明 1.4

合 計 1,542 100。 0
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浴 。長池遺跡
(高松市林町)

久米池南遺跡
(高松市新田町
。東山崎町)

摺鉢谷遺跡
(高松市峰山町)

矢ノ塚遺跡
(善通寺市吉原町

。碑殿町)

所属時期 中期・中頃 中期 。後半

立地 平 野 丘陵尾根 丘陵山上 丘陵斜面

標高 1lm前後 30m前後 150´し160m 19-28m

個体数 個体数 比率 個体数 比率 個体数 上ヒ署諄 個体数 比率

狩猟具 15.8 47.1 46 52.9 32.2

農耕具 25。 8 15。 9 17.2

漁労具 0

調理具 0 4.3 1 16.1

工具 70 50.4 25。 4 28.7 22.6

武器 5.8

その他
・不明

2.2 19,4

合計 100。 0 138 100。 0 100.0 100。 0

庵の谷遺跡
(東かがわ市黒羽 )

多肥松林遺跡
(高松市多肥上町
・多肥下町)

上天神遺跡
(高松市上天神町)

所属時期
中期・終末ん

後期・初頭
中期 。中頃～

後期 。中頃
後期 。初頭

立 地 丘陵斜面 平野 平野

標 高 30m前後 21m前後 16m前後

個体数 個体数 比率 個体数 比率 個体数 上ヒ署琴

狩猟具 767 44.5 16.1

農耕具 0。 7 88 48.9

漁労具 0。 4 不明 不 明

調理具 1.4 不 明 不明

工具 753 43.7 228 18.3

武器 0

その他
・不明

不 明 不 明

合計 1,724 100。 0 3,208 180 100。 0

※多肥松林遺跡の個体数はサヌカイト製品と磨製石器の合計数であるため、比率はおよその数値である。

第10表 関連弥生時代遺跡石器・石製品組成表
個体数 :点 比率 :%
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組成表を作成した結果、用途別区分では狩猟具、調理具、工具を合計した比率が総数の91.5%を 占め

ることが判明した。この数値は一見、本遺跡が農耕と漁労に積極的でなかったことを表すもののようで

あり、その原因が耕地の少ない環境下にあったことと、海岸まで離れた地理的条件下にあったことにも

とめることができるように考えられる。

そこで香川県下の弥生時代中期中頃から後期中頃の立地条件の異なる遺跡群のまとまりのある石器・

石製品の組成を例にして、上記の現象が全県的に普遍的なものか否かを確かめてみると、多肥松林遺跡

を除外して丘陵山上・尾根・斜面に立地する遺跡では狩猟具等が農耕具を上回る量で出土し、平野の遺

跡では逆の現象が生じたことから、池の奥遺跡の現象は普遍的なものである可能性が高まったと言える。

ただし、一集落当りの狩猟具と農耕具の通常比率が明らかにできていない現状では、上記の現象が生業

の実態をそのまま表すとは言い切れない。

2 用途別のまとめ

(1)狩猟具

石鏃は長さが 2～ 6 cmの範囲に広がり、規格性は認められない。

形態は茎部の有無によって有茎式と無茎式に大別し、前者のうちの逆刺 (かえし)がない棒状のもの

を柳葉形に、後者は基部の形態により平基式、凹基式、凸基式に細別した。ただし、これらの分類は便

宜上のもので、各形態の発生原因や捕獲対象物との関係等は全くわかっていない。特に動物遺体が皆無

であったために実用化されたか否かについても不明である。

全資料における製品と未製品の割合は約 5:1である:こ れは従来すべての打製石器の中でも石鏃の

製作が最も平易であると理解されていることを勘案すると、かなりの割合で未製品が発生しているよう

に思われ、見解の見直しの必要もあると考えられる。

(2)漁労具

釣針やヤス等が存在しない点は香川県内の同時期の遺跡群と共通する内容である。石錘の内訳は有溝

石錘12点 と礫石錘 2点であり、前者は香川県内の弥生時代中期の遺跡から頻繁に出土する資料であるが、

後者は従来縄文時代の遺物とされてきたものである。本遺跡では縄文土器は全く出土しなかったことか

ら弥生時代に所属することは確実で、 2種類以上の漁法が存在したことも想定可能であるが、形態面と

製作技術面における差異が大きいために礫石錘については編み具の錘として分離する方が妥当に思われ

る。

(3)農耕具

鍬や鋤等の木製農耕具や土掘り具としての打製石斧が存在しないことから、石庖丁を使用しての収穫

だけを行った可能性がある。すなわち、遺跡の立地環境から集落の近接地に耕地をもとめることは難し

いと考えられるため、実質的な水田経営は他の集落に委ねて、収穫を分与される権利だけを有していた

と想定してはどうか。そして、代償として大量の磨製石斧の確保にもとづく木製農耕具の製作と供給の

役割を担っていたと考えることは無理であろうか。

石庖丁の内訳は磨製のもの 1点を除いて、他はすべて打製のものである。磨製石庖丁は損傷が著しい

上にほとんど原形を失っているために、長期間にわたって使用されたことがわかる。打製石庖丁はサヌ

カイトと結晶片岩を利用したものに2分されるが、両者とも大部分が直線的な刃部を作り出した横長の

長方形の形態に仕上げられていることから、材料の差異が形態に与えた影響はないことがわかる。
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(4)調理具

特に個体数の多さが目立つのが磨石である。同資料は従来石皿と合わせて使用されるため、各々の出

土数量は近似することが予測されるが、石皿の個体数に対して約13倍の個体数が存在しており、加工対

象物の種類に応じた使い分けを想定してもt必要以上の数量であると考えられる。

そこで、この資料には河原や海岸等で採取された転石が利用されるため、表面に認められる擦痕を根

拠とした製品と未製品の区別は意味をなさないが、実用品と代替のための予備品が混在する状態にある

と考えたい。

磨石の材料の特徴として半深成岩の安山岩質斑岩や花商岩質斑岩が多く含まれていることから、採集

に当っては意識的に選択されたことがわかる。

石皿あるいは凹石は扁平な形態の材料が使用される以外、定型化していない点が特徴である。

叩石は磨石の転用によるものが見られる。

(5)工 具

石器製作時に必要な剥片を剥ぎ取った結果生じた小型の剥片の側縁部に調整剥離を施した不定形な刃

器が112点 を占める中で、原材料が大きい段階で生じた大型の横長剥片を未加工のまま利用した大型の

刃器が13点含まれる事実は、石器製作の役割を担っていたという遺跡の特性から、材料の消費に関して

比較的制限が少ないという有利な位置にあったことに起因するものである。

磨製石斧は伐採具としての太型蛤刃石斧と加工具としての柱状石斧と扁平片刃石斧があり、個体数は

圧倒的に加工具が占める割合が高い。この比率を弥生時代前期の石器製作遺跡のさぬき市鴨部 0川 田遺

跡の磨製石斧の内訳で見ると伐採具99点 に対して加工具98点 と近似値を示すことがわかる。両遺跡の差

異については、本遺跡では加工具は破損後も徹底的に再利用が続けられたために、分化した小型品の出

現頻度が高まったのに対して、伐採具は一定の重量を保持することが重要なために破損後再利用される

ことなく廃棄された可能性があることに起因するものと考えられる。

磨製石斧の材料は中央構造線と御荷鉾構造線の間の三波川帯で産出される緑色片岩と、御荷鉾構造線

仏像構造線の間の秩父帯で産出される輝緑岩の占める割合が高い。

第11表 磨製石斧形態分類及び個体数等一覧表

個体数 (点 ) 比 率 (%)

柱状 (片刃)石斧 78。 0

小型方柱状 (片刃)石斧

扁平 (片刃)石斧

(太型)蛤刃石斧 8。 9

合  計 168 100。 0

石錐の中にも未製品が約10%の比率で含まれるが、石鏃に比べて低率であるのは、針部以外は形態に

とらわれない器種のため、同部が破損しない限り製品化した結果と考えられる。

棒状の自然石のうち側面に敲打痕がある資料は石器製作用のハンマーと考えられるが、敲打痕がない

ものについては叩石等の材料の可能性がある。破損や消耗に備えて常時余分に確保されていたものであ

ろう。
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楔形石器は石鏃や石錐等の小型品製作のための石核として使用されたものと思われる。このような両

極打撃の痕跡は打製石庖丁の破損品のうち8点についても認められることからt廃物を転用してサヌカ

イトを無駄なく消費していたことがわかる。

砥石 (台石を含む)は 12点ある。金属器は鉄鏃 1点が出土したのみであるため、主な用途は磨製石器

の研磨であったと思われる。特に大型品については、相当の重量があり移動が容易でないことから石器

製作場所に常時固定されて使用されていた可能性がある。

(6)武 器

石槍は狩猟用と戦闘用があると考えられるが、ここでは石鏃との区別を明確にするために後者の武器

としてまとめた。出土品は18′点であるが、大型化した石鏃形のもの、扁平な薄い形態の剣形のもの、厚

みのある棒状のものの 3種類に分類することができる。

第12表 石器・石製品材質別個体数一覧表

用途別
区分

遺物
種類

カ

ト修
イ

安山岩

安山岩
質斑岩

(半深
成岩含
む)

花商岩
質斑岩

(半深
成岩含
む)

結晶
片岩・

緑色片岩
輝緑岩 砂 岩 花商岩

アプラ
イ ト

閃緑岩 流紋岩

狩猟具 石 鏃 497 0 0 0 0 0 0

漁労具 石 錘 0 0 0 0

農耕具 石庖丁 1 0 18 0

調理具

磨石か
叩石

128 138 1

石皿か

凹石
0 8 0 14 0 0

ロロ  Zゴ 1 0

工  具

刃器か

石庖丁
134 0 0 0 0

石 斧 0 0 0 1 0

石 錐 0 0 0 0

ハンマーか

石器材料
0 0 0

砥石か
台石

0 0 0 0 0

楔形
石器

0 0 0 0

武  器 石 槍 18 0 0 0 0 0

合  計 885 184 210

※種類が不明のもの (サヌカイ ト製品20点 と凝灰岩製品 2点)を除く

3 石器生産について

本遺跡ではサヌカイトと結晶片岩を材料として打製石器の生産が行われていた。前者からは主に石鏃、

石錐、石庖丁、刃器、石槍が、後者からは石庖丁が生産されているが、未製品は石鏃、石錐、石槍のみ

に認められる。これは石庖丁が製作中及び使用中の破損後も楔形石器や石核等として小型品に再加工さ

れるために未製品の状態で廃棄されることが少なかったことが原因であろう。

出土品には打製石器の敲打用のハンマーと磨製石器の研磨用の砥石と考えられる資料が含まれるが、

石器生産を具体的に示す資料としては生産段階で生じた原材料の剥片が有効である。

調査地全域から出土したサヌカイトと結晶片岩の剥片(未加工の原石は含まない)の総重量は55,415.42g
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である。このうち結晶片岩の占める割合はわずかに0.47%(261.83g)と 微少なため偶発的な生産行為

と考えるべきであろう。

一方サヌカイトについては、相当量の製品、未製品、剥片が採取されたことから集落の存続時期を通

じた継続的な生産活動が行われていたと考えられる。出土した製品と未製品の合計重量は11,746。 5g(製

品7,300.4g、 未製品4;446.lg)であり、上記の剥片との重量比は1:4.7(サヌカイト全重量に占め

る製品率は17%)と なる。さらにこの値に遺跡外へ持ち出されたり、居住域外で紛失したりした製品の

数量を加算するならば、剥片との重量の差はさらに縮まるであろう。この点を弥生時代前期の石器生産

遺跡である鴨部・川田遺跡におけるサヌカイト石器の製品率が12%であることと比較するならば、生産

効率は本遺跡の方が高いことがわかる。これはサヌカイトの主要な産出地である坂出市金山からの距離

が同遺跡よりも遠方にある本遺跡の方が材料を無駄なく有効に加工した結果であると考えられ、この推

測は本遺跡よりも産出地からさらに離れた庵の谷遺跡における金山産サヌカイトの製品率が37%(製品

重量7,746.56g/総 重量20,660。 55g)に も上る事実からも裏付けられる。

参考文献 (発行順)

寺川史郎 0尾谷雅彦・他 F亀井・城山一寝屋川南部流域下水道事業長吉ポンプ場築造工事関連埋蔵文化

財発掘調査報告書』、1980年

渡部明夫・薦田耕作  『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第三冊 矢ノ塚遺

跡』、1987年

藤井雄三・古瀬清秀  『久米池南遺跡発掘調査報告書』、1989年

大久保徹也・森 格也・他『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 6冊 上天神遺跡』、

1995年

森 格也  『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 7冊 鴨部・川田遺跡 I』 、1997年

森下英治 0他『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第二十九冊 龍川五条遺跡Ⅱ・

飯野東分山崎南遺跡』、1998年

禰宜田佳男  「石器から鉄器へ」『古代国家はこうして生まれた』、1998年

山下平重  『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊 多肥松林遺跡』、1999年

真鍋昌宏・他『弥生土器の様式と編年 四国編』、2000年

山下平重 0他『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第三十六冊 金毘羅山遺跡 I・

塔の山南遺跡・庵の谷遺跡』、2000年

田崎博之・他『遺跡出土の焼成粘土塊・焼成剥離土器片からみた弥生土器の生産 0供給形態』、2000年

森下友子  『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第10冊 鳴部 0川 田遺跡Ⅲ』、2002年

高田浩司  「中部瀬戸内海と畿内の打製石剣一その経済的側面と観念的倶1面 ―」『考古学研究』第49

巻 第 1号、2002年
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第 2部 金毘羅山遺跡の調査

第 1章 調査の経緯と経過

金毘羅山遺跡の調査全体の経緯と経過については本報告書シリーズの第36冊 で報告を終えているため、

ここでは今回の報告に係る調査 と資料整理の経過について報告する。

第 1節 発掘調査について

本書に収録した調査箇所は、平成10年度調査のⅢ区と同11年度調査箇所 (以後「Ⅳ区」と呼称する)

の全域であり、通称金毘羅山の東斜面と南斜面にかけての位置に当たる。調査期間は前者が平成10年 5

月～ 8月 、後者が平成11年 12月 と同12年 2・ 3月 である。

Ⅲ区は面積が200ゴ の地区であり、調査開始前は急斜面の一部に狭小な平坦地が存在する地形であっ

た。このため検出された遺構は土器棺墓 1基であったが、転落を防止するための安全管理に配慮 した慎

重な作業が行われた。

Ⅳ区の面積は1,300ぷ であり、土器棺墓 4基、方形台状墓 1基、箱式石棺墓 1基の調査が中心となっ

た6こ のうち箱式石棺墓は保存状態が良好で、内部から赤色顔料が検出されたために特に慎重に作業が

進められた。また、土器棺墓は急斜面に所在していたことから、足場を確保しながらの難しい調査とな

ったが、当初の計画どおりの工程で調査を終えることができた。

第132図  遺跡位置図
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第133図 遺跡周辺地形及び調査地区割図

第 2節 整理作業について

整理員 1名、整理補助員 2名、整理作業員 4名の体制で、平成14年 12月 ～平成15年 3月 の 4ケ 月間で

実施した。報告書に掲載した遺物は弥生土器 5点、土師器 2点、須恵器 3点、陶磁器10点、瓦 1点、石

製品 2点 (墨書のある自然石を含む)、 鉄製品 5点、銅鏡 1点、銅銭 1点である。

遺物のうち箱式石棺墓の側石と床面に塗布されていた赤色顔料については希少な資料であったために、

別府大学文化財研究所に分析を委託して、同大学文学部文化財学科本田光子教授から資料の意義付けに

関する教示を得た。

第 3節 調 査 の方 法

1 地区割について

当該調査地区については I・ Ⅱ区の報告に使用した20m四方を基準とする小区割りは行わず、大区の

名称 (Ⅲ 区、Ⅳ区)をそのまま使用することにした。また遺構名称については、 10Ⅱ 区の報告の際に

は略称と01か ら始まる数字にI区 とⅡ区の名称を付して、「 I tt S H01」 、「Ⅱ区 S H01」 のように表記

したが、今回はⅢ区の遺構が土器棺墓 1基であることから、地区別に表記することによる混乱を避ける

ために略称と01か ら始まる数字のみで表記した。    .

一ヽ

、ヽ卜‐‐‐

刻

0            250m

ヽ
ヽ

、
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、

珊 ご ぶ

‐ 174-



2 記録類の作成について

検出した遺構については平板測量による1/100の縮尺の図面と、航空写真測量による1/50の縮尺

の図面を作成した。さらに詳細な記録を要する土器棺墓、竪穴石室形埋葬遺構、箱式石棺墓のような遺

構については、手書き作業により適宜 1/10の縮尺の図面も作成した。

写真は35mmサ イズの自黒フイルム、リバーサルフイルム、カラーフイルムを用いて撮影したがヽ適宜

6× 7 cmサ イズの自黒フイルムを用いた撮影も行った。また、航空写真測量の際には、空中からの斜め

写真の撮影も委託して行った。

第13表 調査組織一覧表 (池の奥遺跡を含む)

平成10年度 平成11年度 平成14年度

香川県教育委員会

事務局文化行政課

課長    小原 克己

課長補佐  北原 和利

副主幹兼係長
西村 隆史

係長    中村 禎伸

主査    三宅 陽子

主査    松村 崇史

副主幹   渡部 明夫

係長    西村 尋文

主任技師  塩崎 誠司

課長    小原 克己

課長補佐  小国 史郎

係長    中村 禎伸

主査    三宅 陽子

主査    松村 崇史

副主幹   廣瀬 常雄

係長    西村 尋文

文化財専門員
森  格也

主任技師  塩崎 誠司

課長    北原 和利

課長補佐  渡邊 勇人

副主幹   香川 浩章

主査    須崎 陽子

主事    亀田 幸一

副主幹   大山 員充

主任    片桐 孝浩

文化財専門員
古野 徳久

文化財専門員
佐藤 竜馬

財団法人香川県埋蔵

文化財調査センター

所長    菅原 良弘

次長    小野 善範

副主幹兼係長
田中 秀文

主査    新  一郎

(6.1～ )

主任主事  西川  大

(～ 5.31)

主任文化財専門員
大山 具充

(池の奥遺跡)

文化財専門員
西岡 達哉

技師    野崎 隆亨

調査技術員 正山 泰久

整理作業員 渡辺冨美枝

整理作業員 河野 聖子

(金毘羅山遺跡)

文化財専門員
植松 邦浩

技師    豊島  修

調査技術員 陶山 仁美

調査技術員 香川 直孝

整理作業員 國信 亜季

所長    菅原 良弘

次長    川原 裕章

副主幹兼係長
田中 秀文

主査    新  一郎

主任文化財専門員
大山 員充

主任文化財専門員
長元 茂樹

主任技師  松岡 宏‐

調査技術員 中山 尚子

整理作業員 渡辺冨美枝

所長    小原 克己

次長    渡部 明夫

副主幹   野保 昌弘

係長    多田 敏弘

主任文化財専門員
真鍋 昌宏

文化財専門員
西岡 達哉

整理員   山下登志子

整理補助員 三谷 和子

整理補助員 鈴木奈穂子

整理作業員 岩崎由紀子

整理作業員 渡辺 美穂

整理作業員 木下 祐美

整理作業員 安藤 真澄

整理作業員 境  敦子
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第 2章 調査の成果

第 1節 土層序 について

当該地区は風雨等の気候の影響を受けやすい丘陵の頂部周辺と傾斜面に当たる上に、調査前における

落葉樹の繁茂が少なかったために腐植土の堆積が少なかった。さらに、集落に近い低丘陵であるために

古 くから人の出入 りも多 く、とりわけ山頂部は信仰の場として開発が進んでいた。したがって、表土の

形成が抑制され、基盤土が露出するか、浅い位置で検出される状態がみられた。

基本的な土層序は以下のとおりである。

第 1層 :現況における表土 (腐植土)

第 2層 :灰色系砂質土 (花同岩の風化土壌)

第 3層 :黄灰色砂質土 (花向岩の風化土壌 )

第 2節 遺構 と遺物

1 土器棺墓

S T01～ 04は丘陵南西斜面の頂上寄 りの標高42m前後の高所に群集して所在 し、 S T05は 南東斜面の

標高約29。 4mの丘陵中腹に所在する。

すべての遺構について表土を除去した時′点で土坑のほりかたが検出された点や、棺材のうちの棺蓋が

残存 していたものがなく、棺身についても大部分が破損 していた点から遺構の上部は失われたと考えら

れるため、その有無や構造は明らかでない。

(1)S T01(第 1360138図、図版213・ 214)

[遺構]最も保存状態が良好な遺構である。土坑の大きさは棺材の高さと最大径よりもやや大きい程度

で、壁面は棺材を斜めに設置するために南壁の傾斜が緩 く、他は急な傾斜である。棺身の保存状態も良

好で、壺の中心軸を南方の斜面下側に向けて、日縁部が斜め上方を向くように設置されている。棺材を

支持するための詰石はない。遺体は残存 しない。

[遺物]1は最大径が体部の上位にあり、底部が窄まるために無花果形の形態である。日縁部は短 く外

反して下端部が外方向に張 り出す特徴がある。

(2)S T02(第 136・ 138図、図版213・ 215)

[遺構]上位が削 り取られているために土坑は浅いボウル形の形態である。残存する棺身の位置から原

形の中心軸は南西方に向けられていたことがわかる。棺材を支持する詰石はない。遺体は残存 しない。

第14表 土器棺墓一覧表

遺構名 地 区
土坑規模 (cm)

主軸方位 挿図番号 図版番号
長 さ 幅 深 さ

S T01 Ⅳ区 S-45° 一W 136・ 138 213・ 214

S T02 Ⅳ区 18 N-50° ―E 136・ 138 213・ 215

S T03 Ⅳ区 68 44 S-45° 一W 136・  139 213・ 216

S T04 Ⅳ区 不 明 137・  139 213・ 217

S T05 Ⅲ区 60 18 S-17° 一W 137・  139
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A坦20m

腐植土 (表土 )

黄白色混砂土

灰白色混砂土

花商岩粒混じり黄灰掲色混砂土 (耕作土か)

黒褐色砂質土

濁山吹色混砂土

第134図 土層序断面実測図 1
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cttm

ω.40m
腐植土 (表土 )

黄白色混砂土

濁山吹色花同岩粒混じり土

濃山吹色花間岩粒混じり土

炭 (焼土が混入 )

焼土

炭 (鉄片が混入 )

濁山吹色砂 (少量の炭が混入 )

9 灰掲色細砂混り粘性土

10褐橙色混砂土 (花商岩粒が多く混入 )

11炭
12花嵐岩大粒混じ

'J黄
灰褐色混砂土 (耕作土か)
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Attm

A些⊇Om

c髯型Om

灰白色混砂土

灰橙色混砂土 (花筒岩粒が多く混入 )

灰自色砂質土

灰白色砂質土 (花商岩粒が少し混入 )

1 黄白色混砂土

2 灰白色混砂土

3 灰白色砂質土

1 黄白色混砂土

2 灰橙色混砂土

3 灰白色混砂土

4 褐橙色混砂土 (花間岩粒が多く混入 )

第136図 土器棺墓遺構実測図 1(1:S丁 01"2:S T02"3:S T03)
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Attm

A型 師

1 にぶい黄褐色砂質土

c髪望Om

1 暗オリーブ灰色砂質土
2 灰白色砂混じり粘質土 (花間岩粒が混入 )

第137図 土器棺墓遺構実測図 2(1:S T04,2:S T05)

[遺物]2は 1と 同様に無花果形の体部である。

(3)S T03(第1360139図、図版213・ 216)

[遺構]上位が削 り取 られているために土坑は浅いボウル形の形態である。残存する棺身の位置から原

形の中心軸は北東方に向けられていたことがわかる。棺材を支持する詰石はない。遺体は残存 しない。

[遺物]3は最大径が体部の中央部にあるため肩が張らない形態である。

(4)S To4(第 137・ 139図、図版2130217)

[遺構]土坑の底面が残存するだけで、ほとんど原形を留めない。棺材 と考えられる壺の底部は底面を

上にした状態で検出されているが、棺身が存在 しないため完全に掘 り返された後に再度埋め戻されたこ

とがわかる。棺材を支持する詰石はなぃ。遺体は残存 しない。

(5)S T05(第1370139図 )

[遺構]土坑の底面と棺材の一部が検出された。棺身の壺の形態から棺材は中心軸を傾斜方向に平行す

るように設置され、斜面上倶1に 開口していたことがわかる。棺材を支持する詰石はない。遺体は残存 じ
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第138図 土器棺墓遺物実測図 1(1:S T01,2:S丁 02)
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ない。

[遺物]5は器高に比べて最大径が大きいために体部が扁平な形態である。底部に近い位置に外側から

の穿孔がある。

2 方形台状墓 (S T06、 S D01)(第 1400141図 、図版202～ 207)

[立地]標高39～41mの丘陵頂上の平坦地と南東方向べ派生する尾根の連結点に位置する。

遺構からは与田川中流の川沿いに開けた旧大内町水主の狭小な平地が眼下に望めるとともに、北方の

旧大内町三本松を中心とする現在の市街地や瀬戸内海までも遠望することができる。とりわけ、本遺構

と同時期もしくは後出する与田川東岸の塔の山南遺跡や原間遺跡等の丘陵上にある遺跡群を望むことが

できることと、それらの埋葬遺構の構築場所が本遺跡とほぼ同じ高さにあることは注意すべき点である。

[形状]調査開始時点においては墳丘様の地表面の隆起は認められなかったが、地形測量の結果、遺構

の範囲内の等高線は南南東方向へ矩形に張り出すことがわかった。そして等高線の間隔が尾根部分に比

べて広いことからこの矩形の範囲内は平坦面に近い状態であることも判明した。表土が薄いことや開墾

による基盤土の掘削が著しいために盛り土や基盤土の成形の痕跡は明瞭ではないが、遺構の位置が尾根

の中心軸から外れている上に、傾斜が尾根上に比べて緩い点において方形に地形が改変されていること

が考えられる。

S D01は 長さ506cm、 最大幅21lcm、 深さ24c血の小規模なものであるが、矩形に張り出した等高線の先

端部に平行する位置関係にある。したがって、同遺構によって張り出しの斜面上側が切断されたことに

より、見かけ上は張り出しが独立した四角形の隆起に見える効果が得られている。こうして成形された

隆起の一辺は約 8mと なる。

[構造]表土を除去した時点で主体部の長側壁と斜面上側の小口に当る短側壁の石材の上部が露出した

ため、蓋あるいは天丼施設の存否は不明である。

墓坑は長軸の長さが268cm、 短軸の長さが162cmの 規模であり、平面形態は長軸方向の斜面下側が舌状に

張り出した隅丸長方形である。斜面下側が舌状に掘り広げられている点については、主体部内の排水を

目的としたことも想像できる。底面は側石の設置箇所が 1段高く、粘土床の下部に相当する位置が深い

ために2段構造となっている。排水溝は存在しない。

側石は斜面下側の小口を除いてコ字形に存在する。個々の側石の下部からは石材を固定するための掘

り込みが検出されなかったことから、側石が検出されなかった斜面下側の小日については構築時には存

在した可能性もある。側石は安山岩と花同岩の大型の自然石が使用されており、各石材の平滑な面が内

側に揃うように並べていることがわかる。側石は基底を形成している石材の数が長側壁の北側 3個、そ

の南側 5個、西側の短側壁 1個であり、南側の長側壁西部の 3個の石材の上部だけに2個の石材が積み

上げられている。また北側の長側壁の中央部と短側壁の石材の背後には各 1個ずつ裏込めの石材があっ

た。遺構の上部が破損しているために側壁の石材がより高く積み上げられていたか否かは不明であるが、

木棺の高さを復元すると側壁にはよリー層の高さが必要になることが考えられる。

側石で囲まれた床面の規模は長軸長224cm、 短軸長44cmで、横断面が基底の石材の下部同士を結んで

U字形になるように自色系の粘土で形成されている。このことから使用された木棺は直径約40cm前後の

割竹形の円形のものであったことがわかる。ただし、木棺そのものは残存していなかった。

[遺物]本遺構に伴う遺物は全く存在しない。
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1 オリーブ灰色砂混じり粘質土 (花聞岩粒が多く混入 )

2 灰橙色砂混じり粘質土 (花同岩粒が少し混入 )

3 灰橙色砂混じり粘質土
4 オリープ灰色微細砂混じり粘質土

5 掲橙色粘質土 (粘土塊 )

6 黄山吹色微細砂混じり粘質土

第140図 方形台状墓 (S

7 黄山吹色砂混じり粘質土 (花商岩粒が混入 )

8 暗灰色砂混じり粘質土

9 黄白色砂混じり粘質土

10暗灰白色砂質土

11オ リープ灰色粗砂 (花商岩粒が少し混入 )

12暗灰黒色砂質土

13灰白色微細砂質土

T06)遺構実測図 1
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第143図 箱式石棺墓 (S丁 07)遺構実測図 2
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3 箱式石棺墓 (S T07)(第 142～ 144図1図版207～ 2130226)

[立地]頂上から東方に下る傾斜面の標高37mの地点に所在する。当該地はS T06か ら直線距離で約 9

m離れており、比高差が約 3mである。眺望はS T06と 同様である。

[構造]調査開始時点においては地表面の隆起は認められず、表土を除去した時点で蓋石が露出したこ

とから、墳丘等の上部構造の存否は不明である。

蓋石には3個の花商岩の自然石が使用され、遺構の長軸に対して直交する角度で横並びに設置されて

いた。中央の石材が重厚な角礫であるのに対して、両端の石材が扁平な形状である点については交互に

異なる形状の石材が並ぶように意図的に配列されたことが考えられる。蓋石と側石の間隙には大型の扁

平な石材や小型の石材が挟まれており、蓋石を安定させるために利用されたことがわかる。

側石は長側壁の斜面上側が 2個、斜面下側が 1個、短側壁に当る小回は各 1個ずつの石材で構築され

ていた。このうち小日の斜面上側の石材のみが板状の扁平な安山岩で、他はいずれも大型の花商岩であ

る。

墓坑は隅丸長方形の平面形態で、規模は長軸の長さ122cm、 短軸の長さ91cm、 深さ43cmで、斜面上側

の長側壁と小口については墓坑と側石の間隙が大きいために、裏込めの石材が存在する。

床面は基盤土の掘削面がそのまま使用されており、粘土の貼 り床構造は認められなかった。側石内部

の規模は長軸の長さ63cm、 短軸の長さ22cIIlで ある。

蓋石、両長側壁、斜面上側の小日の各内面と床面の一部に赤色顔料が塗布されてお り、その検出位置

から遺体は斜面上側の小日方向に頭部を向けて埋葬されたことが考えられる。遺体は残存 しない。

[遺物]6は幅が狭い小型品であり、先端部は片刃で反りがもたされている。

6

0 Scm
lrrrri

1

第144図  ヤリガンナ・銅鏡実測図

(6:S T07,7:遺 物包含層 )

4 遺物包含層 (第 144図、図版226)

丘陵の頂上から東方に下る斜面に堆積 して

いた黄色系粘性土中から銅鏡が出土した。出土

位置は標高37。 8mの地点で、遺物の直下に柱穴

跡が検出されたため同遺構内に包蔵されていた

可能性もあるが、追検証することができない。

銅鏡は復元 した直径が約9.4cmの小型品で、

全体の約 4分の 1の部分である。表面の磨耗と

劣化の程度が著しいために文様は全 く認められ

ず、外区と内区の区別、紐と珠文の存在が確認

できるのみである。破断面の一部に鋭利な道具

による裂傷が認められることから、紐の位置を

基準に人為的に分断したことがわかる。紐に近

い位置には懸垂のための穿孔がある。

翼ドヽ
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第145図 掘立柱建物跡・土抗墓・不明遺構遺構実測図 1
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0               2m
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炭 (焼土が混入 )

焼土

炭 (鉄片が多く混入 )

6ィ g

濁山吹色微細砂と炭の交互層 (炭が多く混入 )

花同岩粒を多く含み山吹色混砂土

ら 47

腐植土

濁山吹色花間岩粒混じり上層

濃い山吹色花商岩粒混じり土層

a42m          l
濁黄山吹色砂混じり粘質土 (花商岩粒が多く混入 )

暗灰白色砂混じり粘質土 (花聞岩粒が混入 )

暗灰白色砂混じり粘質土

褐橙色混砂土

1 濁山吹色混砂土 (花商岩が多く混入 )

第146図 掘立柱建物跡・土抗墓・不明遺構遺構実測図 2

濁黄山吹色砂混じり粘質土 (花同岩粒が多く混入 )

褐橙色混砂土

暗灰自色砂混じり粘質土 (花同岩粒が混入 )

濁山吹色微細砂と炭の交互層
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5 その他の遺構 と遺物

(1)S T08(第 1450146図、図版218)

丘陵頂上の平坦地の南西側の縁辺部に所在し、土器棺墓群に隣接する。平面形態は隅丸長方形、縦横

断面は箱形の形態であり、規模は長さ259cm、 幅118cm、 深さ35cmである。遺構の主軸は等高線に平行す

る方向に合わせられている。

遺体や副葬品は出土していない。

(2)S To9(第 145・ 146図、図版218)

頂上の平坦地の北東側の縁辺部に所在し、平坦面を挟んでs To8と 対称な位置に所在する。平面形態

は隅丸長方形で、縦横断面の形態は箱形である。規模は長さ176cm、 幅76cm、 深さ29cmである。S T08

と同様に主軸は等高線に平行する方向である。

遺体や副葬品は出土していない。

(3)S X01、 S B01(第 145～ 147図、図版201)

頂上の平坦地の東南部において長径 3～ 5 cmの 自然の円礫が長さ約1lm、 幅約 4mの範囲にわたって

地表面に散布する状態が認められた。これらの円礫は当該地からは産出しないものであることと、採取

した円礫の中に文字が墨書されたもの (第 147図 18)が含まれていることから、人為的に丘陵外から運

ばれたことがわかる。とりわけ堆積量が多いことから長時間にわたって運搬されたことが考えられ、そ

の原因としては信仰によることが想定できる。

-195-



円礫の下位において掘立柱建物跡 (S B01)を 検出した。床面中央部の基盤土上には炉跡様の土坑が

存在するが、本遺構が建物に附設されていた遺構か建物の廃絶後に柱穴跡を炉跡として利用した,U遺構

かの特定はできない。

円礫の分布範囲が建物跡の範囲に完全に合致している点については、建物が存在 した場所が信仰上の

重要地点で、その範囲に限定して散布を続けることに宗教的な意味があったためであると考えている。

第15表 掘立柱建物跡T覧表

遺構名 地  区

桁 行 梁 間

主軸方位 挿図番号 図版番号間数・規模
(cm)

間数・規模
(cm)

S B01 Ⅳ区 4 ・ 765 2 0353 N-40'一 E 145-147 201

(4)S X02(第145～ 147図 )

S X01の 下位で検出した横断面が皿形の土坑状の遺構である。埋土中から焼土塊 と炭化物が出土 し

いる。
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第 3章 自然科学的分析の成果

金毘羅山遺跡出土の赤色顔料

志賀智史・本田光子 (別府大学)

1 はじめに

香川県東かがわ市金毘羅山遺跡出上の赤色顔料について調査する機会を得たので、その方法と結果を

報告し、若干の考察を加えたい。

現在までの知見によれば、墳墓出土赤色顔料は酸化第二鉄 (F e203)等 を主成分とするベンガラと赤

色の硫化水銀 (HgS)を主成分とする朱の二種が用いられている。これ以外に古代の赤色顔料として

は、四酸化三鉛 (P b304)を 主成分とする鉛丹がある。これら3種類の赤色顔料を念頭におき分析調

査を実施した。

2試 料

試料は、箱式石棺 S T07か ら出土した 2点である。所属時期は弥生時代後期と考えられている。

3方 法

①実体顕微鏡観察 6～40倍の倍率で直接に遺物を観察する。赤色物がある場合は、その状態を調べる。

また、光学顕微鏡および電子顕微鏡用の試料を作成するために針先に付く程度の赤色部分をサンプリン

グする。三者の赤色顔料はそれぞれ特徴を持った外観を有しているので、この実体顕微鏡による観察と

次の生物顕微鏡による観察から、試料の材質や状態などについてはほぼ経験的に見極めがつく。

②生物顕微鏡観察 50～ 400倍の倍率でサンプリングした赤色物を観察する。透過光および反射光で粒

子の状態、形状、粒度等を精査する。ベンガラは多くの場合粒子が 1脚以下と非常に小さいので、粒子

形態の把握には次の電子顕微鏡による観察が必須である。なお、粒子径が 1脚以下の朱粒子の場合、光

学顕微鏡観察でベンガラ粒子との区別を付けることは非常に難しい。

③電子顕微鏡観察 20ん 100000倍の倍率でサンプリングした赤色物を観察する。主としてベンガラ粒子

の形状を観察する。この顕微鏡での観察は自黒での観察のみとなるので、確実に赤色部分を観察できる

ように、試料の作成と観察には十分な注意を行っている。

④蛍光X線分析 赤色物の主成分元素の検出を目的に、エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (堀場製作

所製ME S A500及び電子顕微鏡付属EDAX社 製)を用い、試料を直接測定した。赤色の由来となる

元素として、朱は水銀 (Hg)が、ベンガラは鉄 (Fe)が検出される。ただし、土壌や土器にはもとも

と元素としての鉄 (Fe)が含まれているので、この方法で検出された元素の種類からだけで朱かベン

ガラかの判別を行うことは危険である6

以上の工程を適宜ふまえ、分析依頼を受けた赤色物がt考古学的に意味のある赤色物、すなわち赤色

顔料であるか否かを判断し、同時にその赤色顔料の考古学的な評価をおこなった。
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試料
遺物
種類

出土
位置

時期
顕微鏡観察 蛍光X線分析 赤色顔料

の種類
備考

朱 ベンガラ Hg Fe

石棺石材 S T07 弥生時代
後期

X ○ × ○ ベ ンガラ
パイプ状粒子を微量
に含む

石棺床面 S T07 弥生時代
後期

X ○ × ○ ベ ンガラ
パイプ状粒子を微量
に含む

4 結果と考察 (第 16表 )

試料 1と 2はベンガラであった。

第16表 分析結果一覧表

弥生時代後期から古墳時代にかけて、一般的に朱は遺骸の頭胸部から出土し、ベンガラは埋蔵施設に

塗布されたり、床面全体から検出される場合が多い (本田1988,1995)。 本石棺の試料からは朱は確認で

きなかったが、ベンガラは石棺の壁体および床面から検出されており、埋葬施設に塗布されたものと考

えられる。

ベンガラは、いずれも顆粒状の粒子 (写真7,8,13,14)を 主体とし、若干のパイプ状粒子 (写真 9)

を含んでいる。このパイプ状粒子は集合することなく、短いもののみが散在しており、光学顕微鏡下で

は透明度が低い。さらにパイプ自体の壁体には、一般的に認められる空間が存在せず、顆粒状の粒子の

集合で構成されている。したがって、顆粒状の粒子の一部にはパイプ状粒子の潰れたものが含まれてい

る可能性が考えられる。

パイプ状粒子をもつベンガラは、中空の鞘をもつ鉄バクテリアを焼成して残った鞘であることが半J明

しており (岡田1997)、 これらの試料の原料となったベンガラ素材の生成には、生物が関与しているこ

とがわかる。しかし、岡田の復元したそれは長く、光学顕微鏡下では透明度が高いため、今回確認され

たパイプ状粒子とは若干形態が異なっている。

パイプ状粒子を持つベンガラの生物顕微鏡による分類は、本田によって行われており、規格性の高い

パイプ状粒子を含む物と、透明度が低いパイプ状粒子が束のように集まっている物の二者に分けられて

いる (本田1997)。 今回の例は後者に類似するが、東にはなっていない。この点は今後ベンガラの原料

や製造方法を考えるうえで大変興味深い。

今回、調査の機会を戴きました財団法人香川県埋蔵文化財調査センターおよび西岡達哉氏に深く感謝

いたします。

<参考・引用文献>

岡田文男 1997「パイプ状ベンガラ粒子の復元」『日本文化財科学会 第14回大会研究発表要旨集』,38

-39頁 ,日 本文化財科学会
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写真 1 試料の出土状態 写真 2 サンプリング位置

写真 4 写真 3拡大 写真5 試料 1赤色顔料粒子
(光学)

写真 7 試料 1赤色顔料粒子

(SEM)
写真 8 写真 7拡大

写真11 試料 2赤色顔料粒子

(光学 )
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写真 3 試料 1

写真 6 試料 1赤色顔料粒子
(光学 )

写真 9 試料 1赤色顔料粒子

(SEM)

写真12 試料 2赤色顔料粒子
(光学 )

写真10 試料 2



写真13 試料 2赤色顔料粒子
(SEM)

写真14 写真13の拡大

赤色顔料写真

写真15 試料 2赤色顔料粒子

(SEM)
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第 4章 ま と め

発掘調査の結果、金毘羅山遺跡の丘陵部は墓地から信仰の場所へと変遷を遂げたことがわかった。

まず 5基の土器棺墓 (s T01～ 05)は棺材に使用された弥生土器の形態からいずれも後期後半頃に所属

し、このうちS T01～ 04が頂上部の南斜面側に集中するという位置関係から構築時期は接近することが

推測される6

次に方形台状墓 (S T06)と 箱式石棺墓 (S T07)に ついて見ると、所在地は東斜面に偏っており、

上記の4基の土器棺墓の位置とは明確な隔たりがある。この 2遺構については所属時期を決定付ける資

料が伴っていないが、意図的に土器棺墓群との立地場所の混同が避けられていると看取されるため、同

遺構群と大差ない時期の構築と考えられる。

なおS T06の 主体部についてはいわゆる石椰の構造に似ると思われる。しかしながら、得られた情報

からは側石の積み上げによる壁面構造の形成の意図が不明確であり、さらに蓋石の存否についても判然

としないことから石椰構造とは断定できない。

ところで、本遺跡が所在する東かがわ市水主の与田川沿岸から同市川束の原間池周辺にかけての低丘

陵上では塔の山南遺跡、樋端遺跡、樋端墳丘墓に見るように弥生時代後期～終末期の墳墓が群集して発

見されている。その内訳は無蓋土坑墓、石蓋土坑墓、土器棺墓、箱式石棺墓、墳丘墓と多岐にわたり、

遺跡ごとに遺構の構成内容に差異がある点が特徴である。この特徴については被葬者が所属していた集

団の性格の相違に起因することが考えられるが、本遺跡を含めて平野部の集落との直接的な関連性を示

す資料が少ないために母集団の実態はほとんど解明できていない。

森下英治・他

近藤義郎

白石太一郎

白石太一郎

山下平重・他

近藤義郎

片桐孝浩 0他
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